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　自己紹介をする必要はないと思います。いずれにしても、皆さん

は私を知っています。私が李洪志です。ずっと皆さんに会いたかっ

たのですが、様々な原因で、このような機会がありませんでした。

今回、私はわざわざ皆さんに会いに来たのです。なぜかというと、

オーストラリアではこれまで、この大
ダーファー

法を知っている人は今日ほど多

くいなかっただけでなく、学ぶ人の多くは法を学ぶことを重視してお

らず、認識も割合浅かったからです。私がどういうものを伝えてい

るか皆さんが分かった今、皆さんに会いに来ようと私は思っていま

した。皆さんの知りたいことは全て本の中に書いてあります。私に

は一つの習慣があります。私は修煉について分からないことを聞か

れることを好みますが、この法についてまだ何なのか分かっておら

ず、この法が何であるかと私に聞くに至っては、私は……、どう言っ

たらいいでしょうか。認識がまだ浅ければ、説いてもすぐに分から

せることができません。もし本を読み、法を学び、ある程度の理解

があって、次元の向上に意味のあることを聞くのであれば、法の勉

強にしても、あるいは修煉にしても、あなたに対して有益なのです。
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私は今、機が熟したと思ったので来ました。

　在席の人にはまだ学び始めていない人もいれば、煉功の動作だけ

を行ない、法の勉強を重視していない人もおり、比較的良く学んで

いる人もいます。私はなぜ、皆さんに法を学ばなければならないと

要求するのでしょうか？　ここには次のような関係があるからです。

皆さんが知っているように、中国では、気功が常人社会に広く普及

されてからすでに二十数年の歴史があり、「文化大革命」の中期、

後期に高潮に達しました。しかし、気功が一体どのようなものであ

るかを説いた人はいませんでした。気功をすることによって現れた

幾つかの功能、現代科学では解釈できない幾つかの現象について、

一体どういうことなのかを説いた人もいませんでした。では、なぜ

気功が出現したのでしょうか？　これを知る人はもっと少ないので

す。歴史上、気功はなかったのですが、なぜ今日気功が現れてき

たのでしょうか？　しかも修煉法として社会に広まっています。これ

はなぜでしょうか？　分かっている人はあまりいません。もちろん

気功が中国で普及された当時、良い気功師がたくさんいましたが、

彼らはただ大衆の健康のために少し役立ちたいと思っているだけで

した。このような単純な考えと認識だけだったのです。

　気功はすでに数十年というかなり長い時期にわたって普及してき

ましたが、気功の本当の意義が分かる人はいませんでした。その

ため、私は『轉
ジュワンファールン

法 輪』の中に気功界の幾つかの現象、気功が常

人社会に広まったその背景、気功の最終目的について全て書きまし

た。ですから、この本は人を系統的に修煉させることができるので
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す。多くの人は繰り返し本を読むことを通じて、このようなことに気

づきました。この本は何回読んでも、いつも一種の新鮮さを覚えま

す。何回読んでも、同じ言葉でも違う認識を覚えます。何回読んで

も、中に読み取れていなかった内涵がまだたくさんあります。これ

はなぜでしょうか？　つまり私は修煉できるもの、どのように修煉す

るか、この宇宙の特性などの天機とみなされる多くのものを、全て

系統的にこの本にまとめました。修煉者を圓満成就させることがで

き、歴史上、このような事をした人はいませんでした。この本を読

んだ多くの人は、中に多くの天機が含まれ、多くのものは秘中の秘

であり、これまで人類に知らされたことはなく、また知ることも不可

能だったと気づきます。私は全てをこの本の中で明らかにしました。

もちろん、私がこのようにしたのは私の目的があります。もし誰かが

勝手に天機を漏らし、無責任にこれらのことを行ない、この高い次

元の理を一般の理論として普通の人に聴かせるようなことをすれば、

それは天機を漏らすことであり、悪い事をしているのと同じであるた

め、必ず罰が当たります。

　私がこの事をするのは目的があるからです。低いレベルから言え

ば、多くの人は長年の気功を練ることを通して、気功には高い次元

の内涵があり、人を高い境地まで修煉させることができ、更に圓

満成就させることさえもできると知っています。しかし、このような

本当の修煉法に巡り合えず、一般の気功は病気治療の類のもので

あるため、修煉できないのです。したがって、多くの人は寺院の中

で居士になり、和尚を師とします。ここまで話したので、一言つけ
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加えますが、釈迦牟尼佛は彼の法は末法の時期に人を済度するこ

とができないと言いました。これは釈迦牟尼佛が言ったことで、中

に多くの原因があったからです。ですから、多くの人は寺院の中で、

あるいは気功でいくら修めても、たいしたものを得られず、昇華で

きず、真に向上できなかったと感じています。皆さんにこのような向

上心があるのに、活路を見つけることができず、苦しんでいるのを

私は見てきました。したがって、私は法を得たい人を本当に高い次

元へ導こうと思います。これが一つの大きな原因です。

　しかし、正法が伝え出されると、人心、道徳の向上を求め、人

が善に向かうことを要求します。修煉する人に対する要求は普通の

常人レベルの道徳水準を超えているため、人類社会に対して有益

になるのです。もちろん多くの人はこの本を読んだ後、真に修煉す

るとは限りませんが、それでも人間としての道理が分かってくるはず

です。これから一人の良い人間になるかもしれません。修煉はでき

なくても良い人間になるでしょう。そのため、彼は社会に対して有益

なのです。正法は伝え出されると必ずこうなります。実は歴代に現

れた正教、例えばキリスト教、カトリック教、佛教、道教、ユダヤ

教も含め、みな人心を善に導くと同時に、真に高い次元まで修煉

したい人に法を得させ、圓満成就させることができたのです。修煉

して成就できなかった人をも、常人社会の中で良い人にすることが

でき、未来に修煉する縁を結ばせることができます。このようになり

ます。

　我々は宗教ではありませんが、私は気功の高い次元のものを伝え
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ているので、一般の気功ではありません。はっきり言いますと、気

功も常人のものではありません。気功とは何でしょうか？　気功は

即ち修煉です。しかし太極拳も含め、それは最も低いレベルの修

煉のものです。太極拳は良いものだと皆さんは知っています。五十

年代の中国ではすでに広範囲にわたって広まっていました。これは、

明の時代の張三豊が伝え出したものです。しかし、伝わってきたの

は技法、動作だけで、心を修める法は伝えられてきませんでした。

つまり、彼は修煉を指導し、各次元でいかに向上するかという法を

人に残しませんでした。ですから、太極拳は病気治療のレベルにと

どまり、高い次元への修煉ができないのです。太極拳はとても良い

ものですが、心を修める法は伝えられていません。当時、心を修め

る法はあったのですが、後世の人に残されていません。我々が今日

伝えるこの法はこの事を系統的に行なっているのです。

　もちろん、ここに多くの新しい学習者がいます。私の言ったことは

非常に高いものだと思う人がいるかもしれません。皆さんも知って

いるように、各種の宗教はみな、人に善を目指すよう教え、人が天

国に行くなどと言っています。もちろん佛教の極楽世界も天国です。

歴史上のどの大覚者も、どの聖人も、いかにして人を良い人にする

かを話し、更に高い境地の基準に到達してから、はじめて天国に行

くことができると言っています。しかし、その中の道理に触れた人

はいません。なぜなら、これらの大覚者は、イエスにしても、釈迦

牟尼佛にしても、老子にしても皆、約二千年前に現れたのです。そ

の時期の人と今日の人とは違うのです。その当時の人の考えは割合
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単一で、純朴で、善良で、それほど複雑ではなかったのです。そ

の当時の人の思惟状態は今と違うので、彼らがその時に説いた法

は当時には有用であり、伝えたことは当時において人を圓満成就さ

せるには問題がありませんでした。時間が経つにつれ、現在、人

の考えがますます複雑になり、思惟方法も変わりました。昔これら

の大覚者が伝えたものは現在の人に理解できないのです。ですか

ら、今これらの経書を読んでも、皆その中の真の意味が分かりませ

ん。今日私が気功の形で法を伝えていますが、皆私が佛法を伝え

ていると分かっています。「あなたの伝えている佛法は釈迦牟尼佛

の話した言葉に似ていないのではないでしょうか？」と思う人もいま

す。もし、私が釈迦牟尼佛の言った言葉で説いたとすれば、今日の

人は誰も分からないのです。釈迦牟尼佛の言葉は当時の人類の言

葉なので、当時の人は皆分かります。今日佛法を説くには、現在の

言葉で説いて、はじめて皆さんは理解することができるのです。ま

た「あなたが説いたのは佛教の経文とも違うのではないでしょうか？」

と思う人がいるかもしれません。釈迦牟尼佛は原始六佛の法を説い

ていたのでしょうか？　弥勒がもしこの世に降りて来たら、釈迦牟

尼佛の説いた法を繰り返すのでしょうか？　人を済度する全ての覚

者は皆自分が悟った法を説き、人に伝えるのです。

　この本に、私は数多くの修煉に関することを書きました。人の修

煉は常人から始めるのですが、圓満成就する時まであなたの修煉

を指導する法があります。私は確かにかつて誰もしたことのないこと

をしました。さらなる大きな宇宙の根本大法を伝えました。古今東
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西の本を調べ尽くしても見当たらないものです。私の伝え出した道

理は宇宙の特性で、佛法の根本であり、私の言葉でその真実を表

現したのです。多くの人は本を読んでから一つの考えが生じ、「李

先生はどれほどの学問を持っているのでしょうか？　先生は古今東

西の天文、地理、歴史、化学、物理、天体物理、高エネルギー

物理、哲学、かなり多くの範疇のものを全て概括したようです」と

話す人もおり、人々は先生が博学であると思いますが、実のところ

常人の学問になると、私はまだとても及ばないと思います。しかし、

これらの理論は世界中のあらゆる本を調べ尽くしても、世界中の全

ての学問を学んでも、学ぶことのできないものです。世界中のあら

ゆる学問を学んだとしても、あなたはやはり常人にすぎません。あ

なたは人間というレベルの人ですから、常人の知識を幾ら多く身に

つけても、やはり常人なのです。しかし私が説いた道理、知識は

常人というレベルのものではなく、常人というレベルを超えるもので

す。ですから、その中の道理は常人の知識からきたものではないの

です。法は宇宙ひいては常人社会の一切の知識を包括しているの

です。

　私は分かりやすい常人の言葉と気功という最も低い修煉形式で、

最低から最高までの宇宙の一切の法理を表現しました。この本を

一回読み終えたら、いかにして人が良い人になるかの道理を教える

本だと気づきます。もう一回読むと、常人の道理を述べているので

はなく、常人の知識を超えた本であることに気づきます。三回読む

ことができたら、それが天書だと分かります。更に読んでいけば手
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放せなくなり大切にします。現在、中国ですでに百回以上読んでも、

まだ読んでいる人がいます。しかも、彼は完全に手放せなくなり、

中の内涵があまりにも大きく、読めば読むほど多く分かり、読めば

読むほど多くみえてくるのです。なぜでしょうか？　私はかなり多く

の天機を漏らしましたが、修煉しない人には表面から読み取れない

のです。修煉する人だけが絶えず本を読んでいくうちに、はじめて

中の内涵を読み取れるのです。人は修煉する過程で絶えず昇華して

いるからです。なぜこの本を初めて読んだ時にいかに良い人になる

かの道理を説いていると思うのでしょうか？　なぜ二回目に読むと、

そう思わなくなり、昇華するのでしょうか？　人が修煉しようとすれ

ば、まず常人のレベルから始めなければならないからです。次第に

心性を高め、更に高い基準に達します。第一層のレベルの基準に

達した時、そのレベルの法によって修煉を指導します。第二層のレ

ベルに達したら、第二層のレベルの法によって、その境地において

修煉を指導するのです。絶えず昇華しても、この法はその境地にお

いてあなたの修煉を指導できなければなりません。つまりどんな境

地まで修煉しても、そのレベルにおいてあなたの修煉を指導する法

がなければならず、こうして、はじめて最後に圓満成就できるので

す。この本にはこれらのものが含まれており、真に修煉するのであ

れば、これらのものを読み取ることができ、高いレベルへの修煉を

指導できるのです。この本にある内涵は相当大きいため、一万回読

んでもあなたの修煉を指導でき、圓満成就まで指導できるのです。

　圓満成就と言えば、皆さんも知っているように、イエスは汝が私



9

を信じれば天国に行けると説きました。佛教も佛を修めれば極楽

世界に行けると言っています。もちろん彼らは皆とても簡単に言って

おり、人が実際の修煉を通じて、はじめて行くことができると強調

していません。しかし本当は宗教も修煉です。ただ釈迦牟尼佛で

も、イエスでも、皆一つのことに気づいたのです。我々修煉界では

「修は己にありて、功は師にあり」という言い方があります。これも

常人の知らないことです。常人は動作を練習すれば、功を高く伸ば

すことができると思っていますが、我々から見ると、それは冗談で、

完全に不可能なことです。もちろん、あなたが修煉したいのであれ

ば、師は真にあなたに責任を負わなければならず、身体に多くの機

制を植えつけ、また種のように多くのものを植え付けて、はじめて修

煉できるようになるのです。しかも修煉の過程において師はあなた

を見守り、業力を滅し、功を演化して、はじめて高いレベルに到達

することができます。宗教では修煉を講じませんが、なぜでしょう

か？　イエスは、汝が私を信じれば修煉して向上できると知ってい

るからです。現在の宗教で修煉できなくなったのは、彼らが説いた

話の真の意味を理解できないからです。多くの人は、イエスを信じ

れば、自分は死後天国に行けると思っています。皆さん考えてみて

ください。どのように天国に行くのでしょうか？　我々は常人の心、

七情六欲、各種の執着心、闘争心、顕示心を持っており、常人に

は良くない心があまりにも多いのです。このままあなたを佛のところ

に行かせれば、佛と争い、喧嘩をするかもしれません。あなたの常

人の心が取り除かれていないからです。大菩薩がこんなにきれいな
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のを見て、邪念が生じるかもしれませんが、これは許されることで

しょうか？　当然許されません。そこで、常人社会であなたのこれ

らの執着心、汚い、良くない心を取り除いて、はじめてあなたはそ

の境地に昇華することができます。修煉することによって天国に行く

ことができ、信じることによっても行くことができます。ただし、懴

悔してから再び過ちを起こさないように、ますます良くなり、天人の

基準に達して、はじめて天国に行くことができます。実はこれがまさ

に修煉なのです。

　イエスを信じれば天国に行けると言う人がいますが、私に言わせ

ると行けないのです。なぜ行けないのでしょうか？　現在の人もイ

エスの言った話の真の意味を理解していないからです。イエスは如

来の次元にいて、佛の境地の覚者なのです。彼の言った話の意味

は常人には理解できないのです。絶えず彼の方法に従って修めて、

はじめて次第に彼の話の意味を会得することができます。例えばイ

エスが「私を信じれば、汝は天国に行ける」と言いましたが、実際

の意味は、私の教えた良い人になる道理にしたがってあなたが行動

して、はじめて真に私を信じることになり、はじめて天国に行けると

いうことです。さもなければ、彼はどうしてそれほど多くの話をした

のでしょうか？！　懴悔の時にはしっかりしており、心理状態はとて

も良いと感じていましたが、教会を出ると、自分勝手で、常人の中

で常人よりも良くない行ないをするのであれば、どうして天国に行け

るでしょうか？　あなたの心は全く向上していません。イエスは汝が

私を信じれば、汝は天国に行けると言いました。彼を信じるという
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のは、彼の言うとおりに行動してこそ、真に信じることになるのです。

そうでしょう？　他の宗教においてもこの道理です。

　釈迦牟尼佛が言った一部の話を後世の人がまとめて経書にしまし

た。その後、人々は経書を読んだ量、佛教の知識を把握した量を

修煉としてしまいました。実は釈迦牟尼佛がこの世にいた時、全く

経書はなかったのです。まして、経書は五百年も過ぎてから系統的

にまとめられたもので、釈迦牟尼佛が当時言った話から完全に離脱

してしまいました。しかしその当時、人にはこれぐらいのことしか分

からせることができませんでした。あまり多すぎてもだめです。これ

もまた必然のことだったのです。釈迦牟尼佛は晩年に「私は一生何

の法も説いていない」と言いました。釈迦牟尼佛は確かにこの宇宙

の法を説いておらず、真・善・忍という特性の常人社会での現れ、

あるいは彼の如来の次元での現れを説いていないからです。本当に

説いていないのです！　如来佛が言ったのは何でしょうか？　彼が

言ったのは過去世で修煉して悟ったものと、過去世で輪廻する時の

修煉の状況、修煉の物語及び一部の法の具体的な現れに対する

彼の認識です。経書はとぎれとぎれに整理されてできたもので、系

統的なものではありません。それでは、後の人はなぜ釈迦牟尼佛

の説いたことを佛法としたのでしょうか？　これは人の認識であるほ

かに、釈迦牟尼は佛であり、彼の説いた話は佛性を帯びているか

らです。佛性を帯びた話は人にとって一層の佛理であり、即ち佛法

なのです。しかし、彼は確かに系統的に修煉の原理、宇宙の特性、

人がなぜ向上できるかなどを伝えていなかったのです。本当に説い
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ていません！　ですから、私が今まで誰もしたことのない事をし、

大きな門を開き、更に大きな事をしたと私は言うのです。つまり私

は修煉の道理、圓満成就の要素を全て説いたのです。しかも、と

ても系統的に説いています。これは高い次元の神が「あなたは人間

に天に上る梯子─『轉法輪』を残した」と言った理由です。

　私がここで釈迦牟尼佛と比べて云々するのではありません。私は

そんな心を持っておらず、常人の情の中にいないので、世間の名利

に対する執着もありません。私がこれを伝え出した以上、あなたに

責任を負わなければならず、この道理を明白に説かなければなり

ません。私は皆さんから何も求めず、一円も取らず、皆さんに善に

向かうことだけを教えます。私にこのような質問をした人がいます。

「先生、あなたは私たちにこんなに多くのものを教え、こんなに多く

のものをくださいましたが、何を求めるのですか？」。私は「私は何

も求めません。皆さんを済度しに来たのです。私はあなたの善に向

かう心を求め、向上できることを期待しています」と答えました。人

間は人間になるのが目的ではないと私には分かっているからです。

現在、人は皆常人社会の偽りの現実の中に迷い、人間はこうしな

ければならないと思っています。特に、現在の人類社会は道徳観

念がひどく堕落し、皆この流れとともに落ちています。社会全体が

落ちています。そうすると、誰も自分が堕落しているとは自覚しま

せん。他人より少しばかり良いから自分が良い人だと思っています。

実はあなたはすでにだめになったこの基準で自分を量っているの

で、良くない中で他人より少し良いだけです。もし修煉することが
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できれば、元の人類社会の境地に戻り、少しでも高い境地から人

間、今日の人類社会を振り返れば、恐ろしいと感じます。本当にと

ても恐ろしいのです！　今の人類が本当に十悪を揃えた社会になっ

たと分かります。

　天上の大覚者たちは、佛にしても、道にしても、神にしても、す

でに今日の人を人とみなしていないのです。この話は少し絶対的に

言っているかもしれませんが、もちろん良い人もまだいます。しかし

彼らは全人類、広い範囲でのことについて言っているのです。本当

にそうです。昔、人はお寺、教会に懴悔に行ったとき、イエスや天

国の人が本当に彼の話を聞いていると感じていました。脳の中にこ

のような感応の声が彼の問題に答えているようでした。しかし今日

の人にはこのような感覚がなく、佛を拝む人も佛の存在が見えない

のです。なぜでしょうか？　人類社会の人はますます悟らず、ます

ます腐敗堕落したので、神も見捨てたのです。現代人は業力がと

ても大きく、ますます悟らなくなったので、悪い事をして罰が当たっ

た時、偶然だと思います。私の見るところでは、人類の道徳基準は

凄まじく堕落しましたが、人々は皆、無意識にこの流れに従って堕

落したのです。一部の人には佛性、本性がまだあります。この数年

間、私が功を伝えたことによって、多くの人は修煉して向上してきま

した。しかもかなり高い次元まで修煉してきました。悟りを開いた

人も、漸悟に入った人もおり、すでに果位の中で修煉している人も

います。私はとても嬉しく思います。私が行なったこの事は無駄にな

らなかったのです。私は人にも社会にも責任を負い、天機をもらし
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たことも無駄にならず、人をここまで修煉させたのです。

　私は先ほど人の生きる目的は、人間になるためではないと言いま

したが、多くの人はまだ理解できないかもしれません。人は今のよ

うに生きるべきだと思っています。確かに、生まれた時は皆が同じ

で、別の空間の存在が見えず、信じることもできないのです。更に、

現代人は現代の科学を過度に信じていますが、現代科学は不完全

なものです。この宇宙の中で、それは認識レベルがとても浅く、つ

まりとても低いとしか言えないようなものです。人間がそれを過度に

信じると、最大の危険に直面します。つまり人の道徳は徹底的に打

ち壊されます。そうなると、上の世界では道徳観念のない人を人と

して認めなくなります！　人類の外形をしているのは人間だけでな

く、鬼、猿、チンパンジーなども、脳があり、四肢をもっています。

人間は世の中に生きている以上、人間としての道徳規範を有し、人

間としての道徳基準が存在し、人としての生存方式がなければなら

ないのです。これらの規範から離れると、神はもう人を人間としてみ

なさないのです。しかし人間は皆、自分がどう生きていけばいいか、

どのように発展するかなどを考えていますが、人類社会は高級生命

に制御されているので、技術をもってしても永遠に佛の境地に達す

ることができないのです。でなければ、宇宙戦争が本当に起きるの

です！　ですから、闘争心、嫉妬心、七情六欲を持つ人類の技術

を更に高い基準に到達させないのです。

　人間の大脳の七十パーセントあまりは使われていません。現代

医学においてもこのことはすでに認識されています。なぜでしょう
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か？　人類の智慧は抑制されていますが、なぜ佛は人類以上の智

慧、神通を持っているのでしょうか？　なぜ佛には何でも分かるの

でしょうか？　大智大慧なのでしょうか？　つまり私が先ほど言っ

たこの道理です。私がこの本で科学知識に広く言及したので、先生

には豊富な知識があり、多くの大学に通ったのではないかと思う人

がいますが、違います。なぜでしょうか？　私と皆さんとの違いは、

私の脳は全て開かれており、皆さんはそうでないのです。この世に

おいては、哲学にしても、天文学にしても、物理、化学、人類の歴

史などを人々はとても複雑だと思っていますが、実はとても簡単な

もので、佛法範囲にある最低レベルの人類のものにすぎません。み

な同じ理であり、つまりこの宇宙の特性とこの次元に存在する物質

の形式によるものであり、これだけなのです。しかし、人類の智慧

はそれすら受け容れることができず、人の大脳は閉鎖されているの

で、受け容れることができないのです。どうすればいいでしょうか？　

もっと多くのことを知りたくても、人の脳には入りきれないので、あ

なたは物理を学び、あなたは化学を学び、あなたは天文学を学び、

あなたは高エネルギー物理を学び、哲学を学び、あなたは歴史を

学び、あなたはこれを学び、あなたはあれを学んでいます。この一

つの分野の知識だけでも、人間が一生かけても全てを身に付ける

ことができません。ですから、人類の知識はとても情けないほど少

ないのです。

　先ほど言いましたが、知識をいくら学んでも、大学の教授や大学

院の指導教授になっていくら有名になっても、その人はやはり常人
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です。なぜなら、あなたの知識は常人という次元を超えていないか

らです。しかも、我々人類の現在の実証科学はまだ不完全なもの

です。例えば、現在の科学は神の存在や別の空間の存在を実証で

きません。別の空間の生命と物質の存在形式が見えず、道徳という

物質の人体での現れを知らず、業力という物質の人体の周囲での現

れも知りません。人々は皆、現代科学を信じていますが、現代科

学ではこれらのことを実証できません。また、道徳や善悪など科学

以外のものに言及すると全て迷信とみなされます。実質上は現代科

学という棍棒を振るって、我 人々類の最も本質的なもの─人類の

道徳を叩こうとしているのではありませんか？　この通りではありま

せんか？　人間は徳の存在を認めず実証できないので、それを迷

信と決めつけてしまいます。人類の道徳観念が本当に破壊されてし

まえば、人は心の法の制約、道徳の規範がなくなり、人間は何で

もやってしまいます。どんな悪い事でもやり、人類の道徳の堕落を

絶えず助長するのです。これは即ち科学の最も足りない部分が果し

た作用です。

　以前言いましたが、造詣のある科学者は、理智的でなく感情的

に考える多くの人たちと違い、現代科学を一つの決まりきった枠に

固定し、実証科学から外れる全てが科学ではないという頑固な認

識を持ちません。皆さん考えてみてください。人類が認識できてい

ないものを、我々が科学的な方法で認識できた時、それは科学で

はありませんか？　それも科学的になったのではありませんか。人

類は絶えず自らを修正し、自らを新たに認識しているので、科学は
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発展し、最後に真に宇宙を認識するようになります。現在の実証科

学はその発展の方式が非常に拙く、緩慢なものです。まるで盲人が

象に触れているかのように、宇宙全体の物質の存在方式、宇宙の

特性の存在を認識できません。触れた一部を全てだと思っていま

す。象の足しか触れていないのに、「ほら、科学はこのようなもので、

これは真に生命、物質を認識した科学です」と主張します。象の

全体像が見えません。宇宙が無数の異なった時空から構成されて

いるのに、別の空間と別の生命及び物質形式の存在を認識できな

いため、脳が単純で頑固な人に全て迷信だと決めつけられたので

す。これは、我々人類の道徳を堕落させた最も肝要な原因です。

多くの人は科学という棍棒を振るい、最も古く、最も本質的である

人間の徳性を叩いているのです。これはなんと危険なことでしょう！　

人に徳がなくなれば、神は人を人としてみなさなくなるのです。もし、

神が人を人としてみなさなければ、人間は淘汰され、新たに発展す

るのです。

　「我々人類は進歩しています。猿から今日まで発展し、とても輝

いているのです！」と思う人がいます。皆さんに教えますが、歴史

上、先史の時期、十万年以前、あるいはもっとずっと昔、一億年前

に、この地球に遥かに高度な文明が存在していましたが、ただ異な

る時期に壊滅されてしまったのです。なぜ壊滅されたのでしょうか？　

物質や技術の発展はとても速かったのですが、道徳がついていか

ず、あるいは破壊されたからです。そのためその存在が許されず、

壊滅されてしまったのです。現代科学で考えると、物質の運動には
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規律があり、ある程度の形式まで発展すれば、必ずほかの形式が

現れてきます。例えば、地球が宇宙で運行している時、いずれかの

星に衝突し、破壊されるかもしれません。どんな原因であるかは別

として、現在、科学者は確かに、我々の星に多くの古い文明の遺跡

が存在しているのを発見しました。しかも、これらの文明遺跡は現

在より遥かに昔のものであり、数十万年前、数百万年前のものもあ

れば、数千万年前のものもあります。各時期に存在した文明、残っ

た遺跡はそれぞれ異なり、同じ時期のものではないので、一部の

科学者はこの問題について考えているのです。すでにこのような論

点を提起した学者がいます。つまり先史文明が存在し、先史文化

があると言っています。これは科学者が言ったことです。我々修煉

界ではもっとはっきり分かっています。確かに今期の人類の文明の

前に、多くの回数にわたって人類の文明が存在していました。もち

ろんこれは我々が見たのですが、道徳が腐敗堕落したので、その

後この文明は存在しなくなりました。壊滅された古代ギリシャ文化か

ら当時の人類の腐敗、堕落の遺跡を見出すことができるのです。

　「我 人々間は猿人から進化してきた」と言っている人がいます。実

は皆さんに教えますが、人間は絶対に猿人から進化してきたのでは

ありません。ダーウィンは人間が猿人から進化してきたという理論

を提唱しましたが、彼は当初この理論を持ち出した時、おどおどし

ながら出したのです。この理論には疑わしいところが多く、完璧な

ものではないのですが、人に受け入れられ、ずっと今日にまで至り

ました。皆さん考えてみてください。彼が提唱した猿から人間まで
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の進化の中間過程、千百万年というこのような過程は見つかってお

らず、ないのです。なぜ人間と猿との間の人が存在しないのでしょ

うか？　人間だけでなく、彼の言う進化する動物においては全て中

間の過程がありません。オーストラリア大陸に存在する種と他の大

陸に存在している種とはなぜ異なるのですか？　彼は説明できませ

ん。この疑わしいところの多い進化論が人に受け入れられています。

これこそおかしいことです！

　実は我々の見たところでは、人間は猿人から進化してきたのでは

なく、各時期に各種の生物が存在していたにすぎません。人類の生

存している地球、大陸プレートは変動するもので、変化しています。

地質学者はアジア、ヨーロッパ、アメリカ大陸、南米、北米の陸地

を大陸プレートと名付けていますが、大陸プレートは常に変化する

ものであるため、その陸上にある文明が海底に沈み、他の大洋か

ら一つの陸地が上がってくるかもしれません。このように絶えず変

化しています。現在の人々も太平洋や大西洋、インド洋、多くの大

洋の海底に古くて高大な建築物があり、文明が存在していたことを

発見しました。しかし調べるといずれも数十万年、数百万年、更に

遥か昔に存在したものだと分かりました。我々の現在の人類が知っ

ている範囲では、少なくともこの数十万年の間に大陸プレートに変

動が発生したことはありません。それでは、それはいつ海底に沈ん

だのでしょうか？　きっともっと前に、数十万年前あるいはもっと久

しい以前に沈んだのです。ですから異なる大陸プレートが変動した

時、その上にある生物の種は違うものであり、進化してきたもので
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はありません。似ているところがありますが、同じ生物の種ではあり

ません。絶対に違います！

　もちろん私は佛法を説いているので、常人の理論とは違います。

私たちはさらなる高い認識で、真に人類を認識しているのです。皆

さんに教えますが、人間は猿人から進化してきたのではなく、宇宙

の中で生じたのです。皆さんが知っているように、中国には道家の

太極の学説があります。この学説は陰、陽という二つの気を唱えて

います。陰陽という二つの気が生じる前は混沌状態で、無極と言い

ます。そこから太極が生じ、陰、陽の二つの気が生まれ、そして太

極から万事万物が生み出されます。これが道家の理論です。私は

これがとても科学的だと思います。実は私は一つのことに気づきま

した。もちろんこれは私だけが発見したのではありませんが、この

宇宙にある厖大な物質の運動により、生命が生じるのです。我々に

見えない物質が必ずしも存在しないとは限りません。例えば、空気

は人の目には見えませんが、それは存在していないのですか？　存

在しています。空気よりもっとミクロの物質はありますか？　とて

も多いのです。ミクロの物質よりも更にミクロな物質も多くありま

す。これらの厖大な物質はなぜこのように生存できるのでしょうか？　

実は皆生命の存在なのです。いかなる物体にも生命がありますが、

我々常人のこの空間に顕現しないだけで、あなたにはその生命の

存在が見えないのです。後で私はそのわけを述べます。いかなる物

体にも生命があります。この厖大な物質は運動することにより生命

が生じるのです。このような生命は更に高い次元では多くの場合は
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無形ですが、人類の形になる場合もあります。あるいは動物の形、

物質の形、植物の形状になっています。

　それではなぜ人間にまで至ったのですか？　最初は人間という次

元はなかったのです。宇宙の物質の運動により生じた生命は皆、宇

宙の特性に同化しているもので、つまり宇宙の法理に同化し、真・

善・忍に同化しているのです。なぜなら、それは他でもなく真・善・

忍から生じたのです。そのため、生命が高い次元の空間で多く生じ

た時、その生存環境は複雑になり、彼らの社会の生存形式を持つ

ようになります。人類社会のように、人がどのように生存するかは、

それ相応の社会形式が存在するのです。そのような社会形式がで

きてから、これらの生命は次第に変化し、複雑になりました。一部

の生命には私心が生じ、その次元における宇宙の特性の生命に対

する要求から逸脱したので、その境地にいられなくなり、下へ落ち

てしまい、低い次元に落ちて来たのです。また彼がこの低い次元で

更に悪くなれば、また下へ落ちてしまいます。このように生命は長い

歴史の歳月の中で徐々に悪くなったために、次第に一層の空間、更

に一層の空間へ落ち、ついに人類のこの層の空間に落ちて来たの

です。それから低能な生活を送り、低能な方式で子孫を繁殖して

います。

　しかし、当初は人類というこの層の空間がなかったのです。そ

れで覚者、高級生命は人間のために一つの空間を造り、最も深い

迷いの空間を造り、人のほんのわずかな本性が失われるかどうか、

まだ戻れるかどうかを見てみようと思ったのです。こうしてこのよう
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な空間を造りました。当時はただ人間に、生命に最後の機会を与

えるためだけで、あまり深く考えていませんでした。ところが後に

なって、この空間はあまりにも特殊であることに気づきました。この

空間にいる生物はみな他の空間が見えず、他の空間の生命が見え

ないのです。しかし宇宙の他の空間では全て、別の空間の景象を

見ることができるのです。いかなる空間の生命も、その身体は空間

の中で飛んだり、漂って行ったり来たりすることができます。いかな

る次元の空間の生命もその身体を大きく変えたり小さく変えたりす

ることができます。現在の科学者は、人の思惟は物質で、電波のよ

うなものだと思っています。電波についてあなたは無論それを物質

だと認めます。ところが別の空間の中で見たところ、それはそんな

に簡単ではありません。人間の思想は自分の想像したものを作り出

すことができ、思ったものが現実になることもあります。人間にはエ

ネルギーがないので、それが作り出されてしばらくすると散ってしま

います。しかしエネルギーを持つ大覚者、天人、高次元の生命な

ら、思いついたものは、確実に存在するのです。欲しいものがあれ

ば、思うだけでそれを作り出すことができます。ですから昔「佛は

大自在であり、欲しいものは何でもある」と言われました。それら

の生命は皆このように存在しているのです。しかし人類はこの空間

まで追いやられ、このような存在になってしまったのです。

　皆さんはいずれも母体から出て来たので、自分はあまり悪くない

と思っています。ある人は商売がとても繁盛し、ある人は非常に高

い官職につき、ある人は自在に生きていると感じ、他人より偉いと
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思っているのですが、実のところ、あなたも苦しいのです！　なぜ

なら、あなたは自分が以前どのように生きていたかを知らないから

です。例えば、宗教では、人間が生きていること自体が苦だと言っ

ています。なぜでしょうか？　あなたが母体から出て来た時、すで

にこのような分子から構成された物質の身体を持つようになったの

です。別の空間の生命は分子で構成された層の身体を持っていま

せん。彼の最も表面の身体は原子から構成されています。しかし、

分子で構成された表面物質はこの空間を形作ったのです。人間の

肉体にしても分子で構成されたものです。この層の物質から構成さ

れた身体が生まれると、あなたはこの肉体を持ち、分子で構成さ

れた目を与えられ、他の空間を見ることができなくなり、この迷い

の中に入るのです。そのため、あなたは迷いの中にいて宇宙の真相

が見えず、井戸の中に座って天を見るかのように、生きていると言え

るのではありませんか。これだけで、すでにかなり哀れな生き様に

なっています。その上、人はこの身体を持っていると、身体に痛み

が生じ、寒くてもいけない、暑くてもいけない、のどが渇いてもい

けない、歩いて疲れてもいけない、とにかくあなたに多くの不都合

をもたらし、多くの苦痛をもたらすのです。しかも生老病死はいず

れにしても存在し、常に病気に罹り、あなたはとても自由自在に生

きていると思いますが、実はあなたはその苦痛の中で他人より少し

良く、苦痛が少し少ないだけで、あなたはそれでとても自在だと思っ

ているのです。人間はこのように生きているので、このような生存

環境の中で人は次第に人の本性を失い、ますます神の存在を信じ
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なくなり、その上、実証科学は完璧でないため、人は人の道徳基

準を失ってしまい、最も危険な境地へ滑り落ちて来たのです。

　しかし、人類社会にはまた一つ非常に大きな良いところがありま

す。つまり人には苦しみがあるので、修煉することができるのです。

なぜ佛はいつもその佛界の中の佛なのでしょうか？　なぜもっと高

く向上できないのでしょうか？　なぜあの菩薩は修めて佛に成就で

きないのでしょうか？　少しの苦しみを嘗めたくても探すところが

ありません。つまり迷いの中でその佛性を固めることができ、はじ

めて修煉することができるのです。そこに迷いはなく、何でも見え

ます。何でも見えるのであれば修めても何にもならないのです。で

すから修が先にあり、悟りが先にあり、見えることは後にあります。

「見ることができれば修めます。見ることができなければ修めませ

ん」と言う人がいます。もし皆に全て見させたら、常人社会は人類

社会ではなくなり、神の社会になってしまいます。それなら百パー

セントの人が一人も漏れることなく、誰もが修め、許すことのできな

い大きな罪を犯した者、もっと悪人でも修煉するのです。考えてみ

てください。それはまだ人類社会でしょうか？　人間が悪くなった

からこそ、この環境の中に落ちて来たのです。あなたが元へ戻りた

ければ二つの要素を備えなければならず、一つは苦しみに耐えるこ

と、もう一つは悟ることです。悟ると言えば、イエスは信じることを

説き、東方では悟ることを説きますが、あなたはこれらのものを失っ

たら、修煉することはできません。しかし往々にして修煉者は、修

煉は非常に難しいと思うのですが、なぜでしょうか？　実は修煉は
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難しくありません。難しいのは常人の心を放下できないからです。過

去の歴史において、佛法とは何かを人々に伝えられたことはなかっ

たのです。人々は皆、釈迦牟尼佛の説いたものを系統的な佛法とし

ました。皆さん考えてみてください。この厖大な宇宙は相当に完備

しており、相当な智慧があるのです。釈迦牟尼佛はただ佛理のわず

かな一部しか説きませんでした。しかも、釈迦牟尼佛も自分の知っ

ているものを人に全て説いたわけではなく、ただ人に人が知るべき

ことを説いただけなのです。ですから、現在人類社会に残された佛

法はただ佛法の中のほんの少し、ほんの少しだけなのです。先ほ

ど言ったように、私が人類社会に残したものはとても多く、私は前

人が今までしたことのない事をしました。私が書いたこの『轉法輪』

は、言語が規範に従っていません。それは、現在の規範された言

語では更に高い次元、更に大きな内涵を含むことができないので、

私は口語の方式で書いたのです。

　かなり話しました。今日は時間に余裕がありそうなので、皆さん

に多く話しておこうと思います。しかし、ここに在席している一部の

人は私があまりにも高いものを説けば、受け入れることができない

かもしれません。例えば全く学んだことはないのですが、とても良

いことだと思って聞きに来た人がいるかもしれません。一部の人は

何か少し得ようと思っているかもしれず、あるいは私が何を演じてみ

せるか見に来たのかもしれません。様々な思いを抱いて来たのです。

私が今日もしここであなたに演じてみせると、あなたは楽しくなって

笑い、魔術や手品を見るようで、私と法を大切にしないのです。佛
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法を伝えることはこのようにすることを許しません。私はただあなた

にこの佛法を説くだけで、信じるか信じないかはあなたに任せます。

しかしその威力はとても大きく、私が人に与えようとするもの、人が

修められるものを全てその法の中におさめました。私の録画テープ

や録音テープ、私が書いたこの本をあなたが読みさえすれば、感じ

ることができます。あなたが読みさえすれば、あなたの身体は浄化

され、あなたを病気のない状態に到達させます。あなたが修めさえ

すれば、常人の見えないものが見え、あなたが修めさえすれば、常

人の感じられないことを感じることができます。境地がますます高く

なり、ますます美妙になり、全てその本の中にあります。しかしあ

なたが修めなければ、あなたには見えません。あなたは一回読ん

で全て見られるようにしたいと言うのですが、それは不可能です！　

あなたは自分の境地の中で、自分の理解の程度の中で見られるだ

けです。更に美妙なものはあなたが修めて向上し、絶えず深く学び、

深く修煉し、深く見れば、そこではじめて感じることができ、見るこ

とができ、知ることができるのです。

　私が説いたことは高すぎて、多くの人は理解できないかもしれま

せん。私はこう思いますが、私はこの二年来すでに法を系統的に説

いたことはありませんでした。と言うのは、私は人に残すべき法を

すでに全て残しています。私は講演する時、録音させないようにし

ています。なぜでしょうか？　多くの人は新奇を追求しているので

す。先生がまた何を講じられるのか、また何を講じられるのかと、

彼らはこれらのものを追求しており、着実に修煉していないからで
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す。私が人に与えた修煉のものは『轉法輪』だけで、この本は系統

的な法なのです。他に私が説いたことは『轉法輪』を解釈するだけ

にすぎず全て補助的なものです。録音した後、社会に伝わると、着

実に修めることに邪魔をもたらします。『轉法輪』は低いところから

高いところまで全て系統的なもので、それに対して私がこの場で説

いたものはこの場にいる人に対して説いただけなのです。

　私はまた一つの問題を強調しておきたいと思います。つまり我々

修煉者は専一を重んじなければなりません。皆さんに教えますが、

諸家の長所をとるという話は常人の中の言葉で、修煉界の言葉では

ありません。技術を学ぶ場合には、誰かの技術が良ければその人

のものを学び、これは問題になりません。しかし、高次元の空間

から見れば人類の理は反対になっているので、人類が良いと思うこ

とは、良くないことかもしれず、全て反対になっているのです。我々

のこちらは昼ですが、あちらは夜なのです。あなたが正しいと思う

ことも、正しくないことかもしれません。なぜでしょうか？　私は皆

さんに簡単な道理を説きます。皆さんが知っているように人は苦痛

があると良くないと思い、あるいは誰かにいじめられたら気持ちが良

くないと思い、良くないと感じてしまいます。皆さんに教えますが、

人が少し苦しみを嘗め、少しの難儀に遭うことは良いことなのです！　

見てください。私が説いたことはあなたの思っていることと違います。

なぜでしょうか？　高次元の空間に至ると、この理は全く反対にな

るからです。高次元では、人間になることが目的ではないと思って

います。あなたは人類社会の中で少し難儀に遭い、前世で借りた
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業力を返せば、もっと高い次元の空間に戻ることができ、ひいては

あなたの生命が生じたところ、最も美しく素晴らしいところに帰るこ

とができます。高い次元に行けなくても、来世は業力が小さくなっ

たので苦難も少なくなるはずです。

　しかし、返すべき業力を返さなければ、あなたは高次元の世界

に行くことができません。私が説いた道理のように、瓶の中に汚い

物を一杯入れ、蓋をしっかり締めて水の中に投げ入れれば、ストン

とすぐ沈んでしまいます。もしあなたが中の汚い物を少し捨てれば、

それが少し浮き上がってきます。また少し捨てれば少し浮き上がっ

てきます。もっと多く捨てた後、あなたはそれに蓋をして試してみて

ください。あなたが押さえても沈まず、それが自分で浮き上がって

きます。我 人々間が修煉するのと同じで、あなたの身体は生々世々、

つまりあなたは各世、各生において人をいじめたり、人を騙したり、

あるいは人を害したり、殺生したり、更に良くない事をしたことがあ

るかもしれません。ですから、返すべきこれらの業力をあなたは返

さなければなりません。この宇宙には一つの理があり、失わなけれ

ば得られず、得るには失わなければならぬ、と言います。借りたも

のは返さなければならず、現世で返さなければ来世で返す、必ずこ

うなのです。ですから今、人は苦痛に遭うと偶然だと思い、他人に

不公平に扱われ、他人が悪いと思ってしまいます。皆さんに教えま

すが、全て偶然なことはなく、全て以前造った業力がもたらしたの

です。もし人に業力がなければ、街を歩いているとき、誰でもその

人に笑顔で接し、知らない人でも進んでその人のために奉仕するの
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で、彼には楽しいことばかりです！　しかしこのような人は人類の

空間で生活するわけはなく、彼は天上に戻るはずです。人はこうな

のです。人には業力があり、思想を浄化しなければ永遠に修めて向

上することはできません。まさに私が今話したこの道理なのです。

　人は少し苦しみを嘗め、少し難儀に遭うことは悪い事ではありま

せん。あなたは少しの難儀に遭うことによって、業力を返すことが

でき、真に美しく素晴らしい所に行き、永遠に再び苦しみを嘗めな

いのです。あなたが人類社会でいくら幸せに生きていると思っても、

家に億万のお金があっても、いくら高官になってもたかが数十年で、

あっという間に過ぎてしまいます。皆さん考えてみてください。転生

の時、あなたが来る時は裸で、行く時も裸です。あなたは何を持っ

て行くことができますか？　何も持って行くことはできません。あな

たは誰に残して行くのですか？　自分の後代に与えたいと思うかも

しれません。しかしあなたが次回に再び転生した時、彼はあなた

が誰か知らず、あなたが彼の所に行って働き、床を掃除しても、彼

があなたに良い顔をして見せるとは限らず、あなたに一円でも多く稼

がせるとは限りません。本当にこうなのです！　人間はまさにここで

迷っているのです。

　我々はここで人生の本質の道理を説いています。特に修煉者は、

皆さん考えてみてください。我々が苦痛を受けた時、他人にいじめ

られた時、トラブルに巻き込まれた時、何かの物質的利益を失っ

た時、私の見るところではそれは悪い事だとは限らないのです。な

ぜなら、この宇宙には一つの理があり、失わなければ得られず、得
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るには失わなければならないのです。もう一つの特徴は、あなたが

得たのに失わなければ、それはあなたに強いて失わせます。これが

宇宙の特性なのです。厖大な宇宙の一切の物質はみな生命であり、

一切の物質はみな真・善・忍から構成されたものです。ですから、

いかなる物体、石や鉄鋼、空気、人類が造り出したいかなる製品

や物質にしても、その構造のミクロの成分はいずれも真・善・忍と

いう特性から構成された物質なのです。この厖大な宇宙はまさに

真・善・忍で構成されているのです。それが宇宙の中の全てを均衡

にしています。ある人は人を殴ったり、罵ったり、いじめたり、他人

に苦痛をもたらした時、自分はとても嬉しく思い、得た側に属しま

す。常人は彼に「君は本当にたいしたものだ。偉い！　損をしてい

ないね」と言うでしょう。しかし、私は彼が大変大きな損をしたと

思います。なぜだと思いますか？　彼が良くない事をした時は得た

側に属し、他人をいじめて、彼が得たと言えるので、そこで彼は失

わなければなりません。相手が受けたのは苦痛なので、幸福を失う

ことに等しく、そこで相手が得るべきだということになるのです。ど

のようにして得るのですか？　あなたは彼を一発殴り、一言罵れば、

それであなたは自分の罵った強さ、殴った強さによって、自分の身

体の周囲からその強さに比例する量の一塊の白い物質が飛んでいき

ます。この物質を徳と言います。それは相手のところに飛んで行き、

相手の身体に落ちます。相手も人ですから、この道理が分からない

かもしれず、殴られたことに対して怒ってしまいます。彼が怒れば、

この徳を元へ押し返すことに等しいのです。彼はその後相手を一発
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殴り返し、一言罵り返した時、この徳をまた投げ返してしまったこと

になります。二人とも失うことも得ることもなく、誰も得ていません。

宇宙の法理は公平なのです。

　修煉者として、彼が心の中で放下できれば、「あなたに殴られて

も罵られても、心は平然として全然気にしない。なぜなら、私は修

煉者だから、常人のあなたと同じ見識を持ってはならない」と言う

でしょう。それでは皆さん考えてみてください。この人の道徳基準は

すでに一般の人より高く昇華したのではありませんか？　他人が彼

を殴る時、彼に徳を与えるのではありませんか？　この徳という物

質は演化して功になることができます。あなたの功はどこからきた

かと言うと、皆さんに教えますが、まさに徳から演化してきたので

す。宇宙の中から採集した幾らかの物質にあなたの徳を加えて、は

じめてあなたの功を演化することができるのです。あなたにこの徳

がなければ、修めても功は出てこないのです。それでは彼があなた

を殴った時、彼は自分の徳をあなたに与え、あなたは徳が増え、更

に高く修めることができます。この道理ではないでしょうか？　あな

たが得たものは、常人によってもたらされた苦痛のために得る補償

より、ずっと大きいのではないでしょうか？　それでは彼があなたを

殴り、あるいは罵り、何か迷惑をかけ、そのためあなたが苦痛を受

け、その苦痛の中で自分の身体に帯びた業力、つまり前世に造っ

た黒い物質を業力と言いますが、それもまた徳に転化し、相手がま

た相応した量の徳をあなたに与えます。常人として、皆さん考えてみ

てください。これで一挙両得になります。あなたは私に少し苦痛を
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もたらしましたが、私は却って二つの補償を得ました。

　しかし修煉者として、彼は四つのものを得ることになります。この

全てに遭遇した時、あなたが彼と同じ見識を持たず、心はとても平

然として、殴られても殴り返さず、罵られても口答えしません。心が

とても平静であれば、皆さん考えてみてください。あなたの心性は

修煉して向上してきたのではありませんか？　もし彼があなたにこの

トラブルをもたらさず、苦痛を与えなければ、あなたはどのように修

煉するのですか？　そこに気持ちよく座ったままで、お茶を飲みな

がらテレビを楽しむだけで修煉して向上でき、望むほどの高さにま

で達することは絶対不可能です。この複雑な環境の中で、いろい

ろな困難にぶつかり、魔難の中でこそ、あなたははじめて自分の心

を向上させることができ、はじめて高い基準、高い境地に到達でき

るのです。そこで彼と同じようにしないことによって、あなたの心性

は修煉して向上するのではありませんか。あなたは一挙三得です！　

あなたは煉功者として次元を高め、一日も早く圓満成就に達したい

のではありませんか？　あなたの心性を修めて向上してきたら、あ

なたの功も上がってくるのではありませんか？　間違いなくそうなり

ます！　このような一つの道理があります。つまり心性の高さは功

の高さであるということです。この人は心性がさほど高くないのに、

功ばかり伸びるものでしょうか？　それは絶対に不可能です！　こ

んなことは存在しません。絶対に不可能です。ある人は、一部の修

煉者の心性は私にも及ばないのに、なぜ彼に功があるのかと思っ

ています。彼はこの方面ではあなたに及びませんが、ある面ではあ



33

なたに勝っているかもしれません。人は修煉する時、一つの心、一

つの心と取り除くからです。取り除かれていない心が表に現れると

彼はやはり常人と同じですが、その心が取り除かれてなくなったら、

もちろん表に現れないのです。修煉者として、あなたが苦痛を受け

た時、あなたは一挙四得になります。冗談ですが、あなたはどこで

このようなお得なことを探すことができますか？

　人は他人に殴られ、罵られたら怒りがこみ上げ、心の中で憤りを

覚え、あるいは他人にうまく利用され、金を巻き上げられたら、全

く我慢できません！　人はこれらのものをとても重くみており、甚だ

しきはわずかな利益をも失うことができません。皆さん考えてみて

ください。この人はなんと哀れな生き方をしているのでしょう！　彼

はわずかな旨味を知ると、心の底から喜びます。これしきのわずか

な得のために生きており、人は今こんな有様です。彼は自分が真に

失ったものが何か分からず、これは最も恐ろしいことです！　この

徳がなぜそんなに貴重なのでしょうか？　皆さんが知っているよう

に、東方の老人は皆こう言います。徳があってはじめて福がある。

この福は幾つかの面を含み、高官になるとか、大金持ちになると

か、家を持ち、土地を持ち、幸福になるなどは、いずれもその徳と

交換してやってきたのです。それは人の生命についており、人が死

ねば元神についていき、あなたが転生すればそれもついて転生しま

す。徳だけでなく、黒色物質つまり私が今言った業力、この業力も

人の生命についていくのです。この二種の物質は、ともに人につい

ていきます。昔の年寄りは、悪い事をすれば報いに遭うと言いまし
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た。誰があなたに報いますか？　誰があなたの債務を帳簿につけ

ますか？　あなたのためにこれらの事を管理する人はどこにいます

か？　しかしこの徳はあなたの身体についており、しっかりあなた

についているので、来世はこの徳で決まるのです。業力が多ければ、

あなたの一生は苦痛が多く、病気が多く、災難が多いのです。徳

が多ければ、あなたの一生はお金が多く、福が多く、官職も高くな

ります。まさにこの徳がもたらしたのです。煉功者として、この徳は

功に転化できるので、更に貴重なのです。とりも直さずこのような

道理なのです。

　現代の科学でこのことが見えないのは、現代の科学はこの空間

を突破できないからです。我 人々類はどのような空間形式の中に生

存しているのでしょうか？　皆さんに教えますが、我々人類が生存

するこの層の空間は二種類の物質粒子の間にあります。粒子につ

いて、物理を学んだ人は知っているとおり、分子、原子、原子核、

クォーク、中性微子、それらは全てある次元の粒子で、それがもっ

と大きな粒子を構成する物質の元素なのです。我 人々間はどの次元

の粒子の中に生存しているのでしょうか？　我々人間が目で見るこ

とのできる一番大きなものは星で、一番小さなものは顕微鏡で見る

ことのできる分子です。実は我々人間は星と分子との間のこの一層

の空間の中に生存しています。我々はとても広く、果てしなく広く、

大きく、比べるものはないと思っています。私に言わせると現代の

科学は発達しておらず、宇宙船が幾ら高く飛んでも、我々のこの物

質空間から飛び出していません。コンピュータが幾ら発達しても人
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間の脳とは比べるべくもなく、人間の脳はいまだに謎のままであり、

したがって人類の科学はやはり非常に浅いものなのです。

　皆さん考えてみてください。我々人類は星と分子という二種類の

粒子の間に生存しており、そして分子は原子から構成されたもので

す。原子と分子の間の空間はどんな様子なのでしょうか？　現代の

科学者は原子の一つの点、その一つの小さな構造しか認識できま

せん。実は原子の存在するところはそれも一つの面であり、この面

で構成された物質空間も相当厖大ですが、あなたが発見したのは

その中の一つの点であるにすぎません。それではこの次元の面の中

で、この空間はどれほど大きいのでしょうか？　我々の距離を測る

基準は、いつも人類自身の現代科学の角度に立って全てを量って

います。あなたは実証科学の枠及び概念から飛び出さなければな

りません。あなたがその空間に入るには、その空間の形式に符合し

て、はじめて入ることができます。科学により分かったことは、原子

から分子までの距離は、約二百万個の原子が並んで、はじめて原

子から分子に到達できるということです。彼が認識できるこの距離

だけでもすでに相当広いのですが、あなたは現在の人類のこの実

証科学の枠という状態の中に立ってそれを認識してはいけません。

皆さん考えてみてください。原子から原子核までの間はそれも一層

の空間ではありませんか？　それでは原子核とクォークとの間はど

れほど大きな空間距離がありますか？　更にクォークから中性微子

までの間はどうでしょう？　もちろん我々現在の人類の科学は中性

微子までしか認識できません。見ようとしても見えず、機器で測っ
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て、それの存在形式を知ることしかできません。実は物質の本源物

質までどれほどかけ離れているか分からないのです！

　私の言ったこれは最も簡単な空間の存在形式です。我々人類の

全ての物質は、あなたが見えないこの空気の中に存在する全ての

物質と、見ることのできる物質、例えば、鉄やセメント、動物、植

物、物質、更に人の身体を含め、いずれも分子から構成されてい

ます。人類は分子という面の上に生存しているのであり、まさに一枚

の立体画のようで、あなたはこの面に生存しており、そこから抜け出

せないのです。人類の科学もこのわずかな空間の内に局限され突

破できないのに、また科学はいかに発達しているかと言い、一切の

学説を排斥します。人類の技術は更に高く宇宙を認識することがで

きず、もし本当にこの層の空間を突破できれば、別の空間の生命

の存在形式、物質の存在形式、その中の時空の構成の構造が見え

るはずです。しかし、我々修煉者は見ることができます。佛こそが

最高の科学者なのです。

　私が天目を開くことを説いた時、この問題について語ったことが

あります。人は目を使わずに物を見て、我々のこの天目から見ます

が、つまり両眉の間、あるいは道家のいう山根、鼻の付け根のとこ

ろに一本の通路を開いて、直接あなたの松果体に通じさせます。医

学では松果体と言いますが、道家の煉功者はそれを泥丸宮と言い、

即ちそれを指しているのです。しかし、医学者はすでにこの松果体

の前半部が、人間の目のあらゆる組織構造を備えていることを発見

しました。現代の医学者は、なぜこの中に一つの目があるのかとて
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も不思議だといぶかりました。それを退化した目であると思い、や

はり進化論によってこれらのことを解釈しています。実はそれはこの

ように存在しているもので、全く退化したものではないのです。人

間が肉眼を使わずに物を見る時、もちろんこの肉眼でも良く修煉で

きた時、肉眼も突破してこのような功能を備えることができます。佛

法は無辺なのです。一般的に目を使わずに、分子で構成された目

を使わずに見れば、この空間を突き抜けて別の空間の景象を見るこ

とができます。とりも直さずこの道理なので、修煉者は常人の見え

ないものを見ることができるのです。もちろん一部の常人は、彼の

一生の中でぼんやりしているうちに、偶然に何らかの不明な現象を

見たことがあります。例えば、誰かが目の前をちらっと通り過ぎたの

を見た、あるいは何かを見た、何かの音声を聴いたといったことで

す。それはぼんやりとしながら、真に別の空間の情況を見たり、聴

いたりしたのかもしれません。人の天目はあまりきつく閉鎖されてお

らず、あるいは耳もあまりきつく閉鎖されていなければ、偶然に別

の空間の音声が聞こえ、あるいは別の空間の何らかの現象が見え

ます。

　私は今人類の生存しているこの空間のことを言いました。実は我々

人類が生存するこの星は最大の粒子、最大の物質ではありません。

星以外にまだ更に大きな物質があるのです！　ですから、釈迦牟

尼佛の目はきわめて微視的には、すでに相当ミクロ的な物質が見

え、巨視的には相当大きく、マクロ的な物質が見えました。しかし

釈迦牟尼佛は最後までこの宇宙が一体どれほど大きいかを見ること
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ができず、そこで彼は「其の大は外無く、其の小は内無し」と言っ

たのです。この宇宙はなんと厖大でしょう！　どれほど複雑なのか、

皆さん考えてみてください。人類の知り得る我々のこの空間、この

形式ではなく、それは相当に複雑なのです！　この種の空間形式

以外に、また縦方向に存在する空間形式があり、しかも縦方向の

空間の中にまた数多くの単元世界があり、とても複雑なのです。私

の言ったこの単元世界とは天国などを指しているのですが、各空間

にまた違う時空が存在しているので、考えてみてください。原子か

ら構成された空間の時間は、我 こ々ちらの分子で構成された空間

の時間と同じであり得るでしょうか？　その空間概念、その距離も

我々のものと違い、全てに変化が生じます。あの宇宙人の空飛ぶ円

盤（ＵＦＯ）は、なぜ瞬時に現れたり消えたりすることができ、そ

れほど速く飛べるのでしょうか？　それは別の空間を通っているの

で、このように簡単なのです。人類は現在自分の科学の立場に立っ

て宇宙の中の不明な現象を認識し、あるいはこの方法で修煉、あ

るいは宗教を研究しているので、永遠に究明することができません。

その思惟方法を変えなければならず、別の角度から認識しなけれ

ばなりません。人類の歴史において、科学は現在のヨーロッパ人が

発見し、発明したこのいわゆる実証科学だけでなく、この一筋の道

だけでなく、他にも道があります。地球上で発見された、歴史上か

つて存在した古い文明の発展した過程は全て生命物質、宇宙に対

する別の認識の道なのです。中国の昔の科学は別の道を歩みまし

た。もちろん中国のこの文化が及んだ次元はとても高く、人の道徳
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が駄目になったため、それも抑制されたのです。ですからそれは伝

わってきておらず、西洋のこの最低な科学形式が却って人に残され

たので、それはかなり不充分なものです。

　先ほど人間は我々のこの物質空間で生じたのではないことと、人

間になる目的を説きました。人がもし更に滑り落ちていけば、壊滅、

徹底的な壊滅に臨むことになります。それは、形神全滅と言い、と

ても恐ろしいことです！　ですから佛は人を済度しようとし、つまり

あなたがこのような絶体絶命の状況に陥らないようにさせ、あなた

を人間の苦痛の中から済度し天国に上がらせ、真に根本から人間

の苦を解決するのです。現在の人が佛を信じる基点と古人が佛を信

じる基点は同じではなく、過去の人が佛を信じるのは佛を拝み、佛

を修め、佛を敬うことであり、他に何の心もなかったのです。現在

の人が佛を信じるのは佛に求めるためです。しかし求めるという心

は佛にとって最も醜く、最も汚い心なのです。ですから皆さん考え

てみてください。佛はあなたを済度するためにいるのに、あなたは

常人の中での安逸、幸福を求めています。あなたを常人の中でもし

真に幸せにさせ、気楽に生きさせるなら、あなたは本当に佛になろ

うと思わなくなります。あなたは現在すでに佛なのです。これはどう

して可能なのですか？　人は生々世々に造った業力、してしまった

悪い事を返さず、幸福を求めるばかりで、それはどうやって求めて

得られるというのでしょうか？　あなたには一つの方法しかありませ

ん。修めることによって、はじめて造った業力を消去することができ

るのです。あなたは佛になりたいと思わなくても、一人の良い人にな
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らなければならず、善い事を多く行ない、悪い事をなるべくしないよ

うにすれば、はじめて将来幸福になることができ、あなたの真の自

我の生命を更に延長させることができます。しかし人間は転生する

時に記憶を洗われた後、良くない環境の中に転生し、環境に左右

されたまま流され、壊滅の縁
ふち

に至ってしまうかもしれません。

　先ほど私は、釈迦牟尼佛が言ったこの宇宙は、其の大は外無く、

其の小は内無しということに触れました。人によってはまだこの話を

理解できないかもしれません。つまり釈迦牟尼佛にはどんな問題が

見えたのでしょうか？　彼は三千大千世界の学説を説きました。釈

迦牟尼佛によれば、我 人々間と同じような物質の身体をもつ人間は、

別の空間の中に生存している人だけでなく、我 人々類社会のような

世界が三千個あります。この銀河系の中に、三千個のこのような星

があります。しかも、彼は更に一粒の砂の中に三千大千世界が含ま

れていると言いました。彼は一粒の砂の中に三千個の我 人々類が生

存しているような空間があると言いました。しかし、そこにいる人の

大きさを、現代科学の概念で認識してはならず、それは別の時空

形式の中に生存しているのです。

　今私が言ったこの話について人によっては不思議に思い、理解で

きないかもしれません。皆さん、試しに考えてみてください。地球

はとても規則的に運行しています。それでは、電子が原子核を巡っ

て運行している時と、地球が太陽を巡って回っている時と何の違い

がありますか？　同じ形式なのです。もし電子を地球ほど大きく拡

大して見ることができれば、その上に生命があるかどうか？　どん
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な物質がその上に存在しているかを見ればいいのです。釈迦牟尼

佛は、其の小は内無しと言いました。彼はどの程度まで見たので

しょうか？　物質をミクロ的にすでにかなりミクロ的に見ることがで

きました。彼は一粒の砂の中に三千大千世界があり、一粒の小さな

砂の中に三千大千世界があると言いました。それでは皆さん考えて

みてください。釈迦牟尼佛が言った事が本当であれば、その砂の中

にも、その世界の中にも、江、河、湖、海があるのではありません

か？　その江、河、湖、海の岸にも砂があるのではありませんか？　

その一粒の砂の中にまた三千大千世界があるのではありませんか？　

その一粒の砂の中の砂の中に、また三千大千世界があるのではあ

りませんか？　下へ追っていけば、釈迦牟尼佛は尽きることがない

と気づいたのです。ですから彼は、其の小は内無しと言い、物質の

最も本源が何であるかを見極められませんでした。もちろんこの物

質の最終的な本源について私は以前説いたことがあり、ここで多く

言わないことにします。説いたことがあまりに次元が高く、あまりに

奥深ければ、特に多くの人は中国語を聞いてあまりよく分からない

ので、このようなことを多く言わないことにします。とりあえずこれく

らいにしておきましょう。次に皆さんは修煉及び法を学ぶ中での問

題を出してください。私は解答します。

弟子：『轉法輪』の一、二巻を私たちは読みました。私は以前密

教の弟子だったので、その中のある話があまりよく理解できません。

本の中で、菩薩と如来佛の次元が現在劫難に遭っていると言われ
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ているようですが？

師：この質問はとても高いことを尋ねています。更に高い次元ま

で修煉できた時、はじめて見ることができ、認識もできます。もち

ろん私はあなたに簡単に、概括的に説くことしかできません。人間

のこの層の法が法力を失ったのは、人類社会の道徳がみな落ち、

人の道徳観念が堕落してしまい、正念がなくなってしまったので、

法が法力を失ったのです。人類社会では法が法力を失った時、人

類が滑落するのです。もし、この法が人類のこの社会で法力がなく

なったのではなく、かなり高い次元の空間に逸脱が現れたら、物

質生命は下へ落ちてしまうことになり、悪くなってしまったので、下

へ落ちるのです。もし、広範囲にこのような問題が出現すれば、も

はや人類だけの問題ではなくなります。例えば、大法は上から下へ

貫いているので、上が少しずれたら、下はもう完全に崩れてしまう

のです。射撃と同じで、手元が僅かにずれると、弾丸はどこに飛

んで行くのか分からなくなります。なぜ下ではこんなに大きな変化

が発生したのでしょうか？　人類社会の変化は非常に恐ろしいの

です！　麻薬の常習や販売など、人は悪事の限りを尽くし、多くの

人が限りなく悪事を働くのです。マフィア、同性愛、性の乱れなど、

みな人間としての基準を失ってしまったのです。佛はどのようにこれ

らの問題を見ているのでしょうか？　政府が許しても、法律が許し

ても、それは人間自らが許しているだけで、天理はそれを許しませ

ん！　以前は美しくて良いものが人類の追求する対象でしたが、現

在売られている玩具や描かれた絵は、全て粗製濫造されたものば
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かりで、それを作品だと言うのです。どういうことでしょうか？　誰

もはっきり説明できません。人間の一切の観念はみな反対の方向

へ変化しています。一山のゴミをそこに並べると大家の芸術作品に

なるのです。全社会の現象はほとんどこうなのです。店の中の玩具、

甚だしきは大便の形をまねて作った玩具さえも売られています。昔、

人形はとてもきれいに作られて、はじめて人々が買いたくなるのです

が、現在ではどくろや、とても凶悪な人、妖怪や化け物を玩具に

し、しかも売れ行きがとても良く、善の念がない人はそれを買いた

がります。これはある問題を物語っています。つまり、人の観念が

これほどまでに滑落してしまったということです！　以前、歌手は声

が美しく、音楽学校を卒業し、体型や姿勢も優美なものがよしとさ

れました。音楽はとりも直さず人に美を感じさせるものなのです。現

在は男らしくもなく、女らしくもない長髪の人が、アー、アーと力を

入れて叫び、テレビで持ち上げればスター歌手になってしまうので

す。全てが堕落し、人類の全てが下へ滑落しています。他にも多く

の現象があり、恐ろしさの極みです！　修煉しなければ気づかな

いでしょう。人類の宗教に対する認識も違ってきており、政治とみ

なしてしまい、口を開けば佛を罵る人もいます。料理のメニューに

は「佛
ぶっちょうしょう

跳牆」というものさえあります。これこそ佛を謗るものです！　

現在の人類社会は一体どうなったのでしょうか？　あなたが修煉し

なければそれに気づくことはないでしょう。修めて振り返って見れば

驚いてしまうのです！　皆さん考えてみてください。人類がこの程度

まで堕落してしまったのは単独のことではなく、一定の空間の中で
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法に問題が起きてしまったのです。数多くの物質、数多くの生命が

法から逸脱したことによって引き起こされたのです。私はこのように

言うしかできません。あまりにも深く説けば在席の多くの人は理解で

きません。このように言えばあなたは分かると思います。

弟子：本来はとても聞きにくいのですが、この機会を掴まなけれ

ば恐らくもう機会がないと思います。この問題は多くの人が全く答え

てくれませんでしたが、今日先生が来られたので、この機会は大変

得難いものだと思います。つまり数年前のある日、私は深夜十二時

過ぎに密教の方法に従って坐禅をしました。私は以前密教を修める

者でした。しかし私は飛行機のプロペラのように旋回し始め、表現

できないほど速く旋回しながら浮き上がりました。私がこのぐらいの

高さまで浮き上がってから、頭上から出て来たのです。頭上から出

て来た時、激痛が走り痛みを感じているうちに更に上昇して行く時、

とても怖くなりました。私の魂が行ってしまったかもしれないと思い、

しかも自分の身体が見えませんでした。翌日、不思議な現象が発

生しました。真っ昼間に私が部屋の中に座っている時、銀色の光

輪、銀色の光が見えました。それから五分後に見えなくなりました。

三日目に法
ファールン

輪が見えました。これはどういうわけでしょうか？

師：あなたは以前密教を練っていましたが、効果が得られません

でした。あなたになぜ法輪が見えたのでしょうか？　我々はあなた

が修める前にすでにあなたの面倒を見ていたのです。煉功する人が

浮き上がるということはとても簡単なことですが、現在の科学者に
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は解釈できないのです。実は人の身体の全ての脈が通じた時、そ

の人は浮き上がることができます。浮き上がらなくても、軽やかに

歩き、山を登るのも、階段を上がるのも疲れを感じないのです。こ

れは脈が通じたからです。こうなるはずです。元神が出て来たこと

に至っては、人によっては、元神が身体から簡単に離れる人もいれ

ば、なかなか出ることができない人もいます。元神が身体から離れ

ると、法輪はあなたの浮かび上がった身体を率いて回るので、回転

がとても速いわけです。それ以上高く上がると怖くなったのは、当

時のあなたにその高さまでのエネルギーしかなかったからです。初

めてこのような問題に遭うと、誰でも怖くなるでしょう。実は我々の

法輪大法を修煉して浮かび上がった人はとても多く、このことは普

通のことです。修煉者は修煉を始めるとすぐ脈が通じ始め、そして

大周天が通れば、その時人は浮かび上がることができます。

　このことを言ったからには、皆さんに一つ念を押しておかなけれ

ばなりません。誰も「私が浮かび上がることができれば、なんと素

晴らしいことでしょう！」というような考えを持ってはなりません。あ

なたに求める心が生じると、浮かび上がることはありません。なぜ

なら、煉功は無為を重んじ、空を重んじ、修める心があって、得よ

うとする心はないからです。即ち煉功する心があればとて、功を得

る心無しということです。皆このような気持ちを持って修煉している

のです。いつも成佛することを考えていれば、それは強い執着です。

この心を取り除かないかぎり、永遠に駄目です。ですから修煉は常

人の心を捨て去ることです。常人の中でいかなるものに対する執着
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も執着心なのです。あれを求め、これを求め、求めれば求めるほど

得られなくなります。この心を放棄してはじめて得ることができます。

皆さん、くれぐれもこの理を覚えておいてください。常人として何か

を得たいのであれば、それを求めても学んでもよく、努力すれば得

られます。しかし常人を超えるものであれば放棄して、はじめて得

られるのです。これは何と言うのでしょうか？　求めずとも自ずから

得ると言うのです。

　あなたが言ったその怖い問題について、実際は何も怖いことはあ

りません。浮かび上がれるなら浮かび上がればいいのです。当時あ

なたに教える人がおらず、常人の中で教えてくれる師父がいなかっ

たのです。浮かび上がって来たことはとても普通の現象で、それは

人の意念の制御を受けます。あなたは自分が降りようと思えば、直

ちに降りられます。上がろうと思えば上がれるのです。それを恐れ

ていれば、それは執着心なので、落ちやすいのです。ですから、

どんなことがあっても恐れないでください。昔、ある人が羅漢に成

就して、喜んでしまったために落ちてしまいました。なぜでしょうか？　

喜ぶことも情の現れで、一つの執着でもあるからです。成就した人

は、罵られても悪口を言われても気にすることなく、誉められても

心が動ぜず、貶されても気にしません。彼は喜んだので落ちてしま

いました。羅漢に成就することもなかなか容易なことではないので、

最後にこの人は修煉し直すしかありませんでした！　数年して彼はま

た羅漢に成就したのですが、今回は心の中で「喜んではいけない、

喜ぶとまた落ちてしまう」と考えました。心の中で自分が喜ぶこと
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を恐れたのです。ところが彼は恐れたので、また落ちてしまいまし

た。恐れることも執着心なのです。佛を修めることはとても厳粛な

ことで、子供の遊びではありません！　ですから皆さんは必ずこの

問題に注意しなければなりません。

　皆さんが質問する前に私はもう一つのことを言っておきます。我々

の煉功は必ず専一でなければなりません。在席している皆さんの多

くは、以前密教を学んでいた人もいれば、佛教を信じる人、キリス

ト教やカトリックを信じていた人もいます。私が思うには、修煉は専

一でなければなりません！　なぜ専一でなければならないのでしょ

うか？　これは紛れもない真理です！　これは現在の末法時期に

人が修煉できなくなった大きな原因の一つです。ほかにまた幾つか

の原因があります。例えば、法を理解できないこと、混ぜて修煉す

ることなどです。混ぜて修煉することは一つの主な原因です。この

功を煉った以上、他の功を煉ってはいけません。なぜこのように教

えるのでしょうか？　「諸家の長所を取り入れる」という言い方は常

人の言うことで、常人が技術や知識を求めるのは正しいのです。し

かし修煉は専一でなければならないという理があります。佛教の中

ではこれを不二法門と言います。佛も修め、道も修めると言うなら、

修めても何も得られず、誰もあなたに功を与えません。「修は己にあ

りて、功は師にあり」なのです。皆さん考えてみてください。気功

で鍛えるだけで佛になれるというのでしょうか？　密教は呪文を唱

え、その上に意念を加え、幾つかの手印を結べば佛になれるという

のでしょうか？　人の意念は取るに足らず、願望にすぎません。真
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に作用するのは師父なのです！　「いずれも佛家のものなので、佛

経も唱え、密教も学び、また佛家気功もすればいいではないか？」

と考えている人がいます。それは常人の認識で、神はこのように認

識していません。皆さん考えてみてください。如来佛、阿弥陀佛は

どのように修めて成就したのでしょうか？　自分の修煉方法に基づ

いて圓満成就に達したのです。彼の功も自分の演化の形式に基づ

いて、自分の世界を圓満させ、自身を成就させたのです。彼の全て

は修煉過程における彼自身の修煉形式という要素がもたらしたので

す。

　釈迦牟尼佛の圓満成就に達する方法は「戒・定・慧」と言いま

す。四禅八定などを修め、彼の修煉方法に従って行わなければな

りません。この法門で修めるには、あなたの功も釈迦牟尼佛の修

煉した功と同じで、はじめて彼の世界に修煉して行けるのです。密

教を修煉したければ、密教の身、口、意の要求に従って修めて、

はじめて大日如来が主宰している天国に行けるのです。何でも煉る

なら、何も得られないのです。浄土宗を修め、阿弥陀佛を念じ、

その上に禅宗の理論も学ぶのであれば、あなたは同様に何も得ら

れないのです。人は一つの身体しかありません。この身体を佛体、

佛の身体に変えるのは、皆さんも知っているように、決して容易な

ことではなく、あなた自身ではできないのです。それは佛がするこ

とで、あなたの身体を佛体に変えることは非常に複雑なことで、人

類の最も精密な機器より複雑なことです。更に、あなたの身体に機

制と呼ばれる一式のものを植えつけ、各種の佛法神通を圓満させる
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多くの種を丹田の田に蒔いてあげるのです。この一切はみな彼の法

門のものです。そうしてはじめて、あなたは彼の法門で修煉するこ

とができ、はじめてその佛の世界に修煉して行くことができるので

す。もし専一でなければ、あなたには身体が一つしかないのに、ど

のようにして二つの佛の世界にいる一人のあなたを修煉させること

ができるでしょうか？　二人のあなたを修めて得ることは可能なので

しょうか？　佛はあなたがこうしているのを見ると、皆あなたに何も

与えません。心性が低いと思うからです。はっきり言えば、それは

人間が佛法を撹乱することになります。如来佛が如来に成就するこ

とは何と苦しく、難しいことでしょう！　一人の如来佛が如来に成就

するまで、どれほどの苦に耐えて、はじめて如来に成就できるので

しょう！　常人にすぎないあなたが彼のものを変え、撹乱し、また

二種類のものを混ぜ、二人の佛が悟ったものを勝手に乱してしまう

ことは、佛法を撹乱することではないでしょうか？！　これほど重大

なことなのです！　しかし現在の和尚と人類は佛法を破壊している

のに、そのことに気づいていないのです。もちろん、あなたは知ら

ないので、全てをあなたのせいにはせず咎めませんが、何もあなた

に与えないのです。勝手に佛法を人に撹乱させることなどあり得ま

せん。二つの法門の佛法、二人の如来佛の法もあなたに撹乱され

てしまうことは絶対あり得ないことです！　ですからあなたが混ぜ

て修めれば、何も得られないのです。佛家のものだけを修め、道

家のものを修めず、修めているものが全て佛家のものであれば大丈

夫だということではありません。佛家の禅宗も修め、密教も修め、
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浄土、華厳宗、天台宗も修めるならば、あなたはやみくもにするだ

けで、それはでたらめで、何も得られません。本当に何も得られな

いのです。ですから、必ず一つの法門に専念して修煉し、はじめて

圓満成就できるのです。

　ここで私は一つの道理を言っているだけで、どうしても私、李洪

志の法輪大法を学ばせたいと言うのではありません。我々の法輪大

法は先史のある時期にかつて釈迦牟尼佛の佛教のように、人類社

会で広範囲に人を済度したことがありますが、今期の人類の文明時

期には伝えたことはありません。今期の人類が出現してから、我々

は初めて再びそれを持ち出しましたが、人に伝えることはこれで最

後かもしれません。しかも、永遠に不壊のものです。もちろん我々

には法輪世界があり、圓満成就した弟子は法輪世界に行くことが

できます。どうしてもあなたに私の法を修煉させたいと言っているの

ではありません。どの法を修めてもいいのです。正法でさえあれば、

その法門の本当の教えを得ることができ、その法門で圓満成就で

きると思えば、それを修めればいいのです。しかし必ず専一でなけ

ればなりません。

　更に皆さんに言っておきましょう。佛はその本来の姿で直接あな

たを済度しに来てはいけません。大いに神通を顕し、佛がここに

座って、あなたに法を説くのであれば、それは人を済度することで

はなく、法を破壊することになります。罪が重大で許すべからず者

も学びに行き、悟りということはなくなるのです。本当の佛がそこに

いるのを見て、誰が学ばないでしょうか？　全人類が学びに来ます。
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このようなことではありませんか？　ですから常人に転生した師父だ

けが教えることができ、人を済度することができるのです。この中

に一つの悟りの問題があります。信じるか否かはあなた次第です。

しかし法に対してあなた自身が斟
しんしゃく

酌すればいいのです。いずれにせ

よあなたに責任を持つため私はこの道理を話しました。あなたに修

煉したい気持ちがあるため、教えたのです。そうでなければ、私は

あなたに責任を果たさなかったことになります。あなたにこのような

機縁があり、ここに座った以上、私は教えます。現在いかなる法門

で修煉しても非常に成就し難く、見守ってくれる人はなく、むやみ

やたらに修めているだけです。もちろんあなたが自分で分別するこ

とができるなら、修めればいいのです。圓満成就まで修めることが

できると思えば、どの法門で修めてもいいのです。このような道理

です。佛は人間のために考えているので、皆さんに教えておきたい

のは、修煉したければ専一でなければなりません。動作において他

のものを練習してはいけないだけでなく、他の法門の経を読んでも

いけません。あなたの考えの中で別の法門のものが生じてはならず、

意念も除去しなければなりません。煉功の時、多くのものは意念に

頼っているので、何かの意念が生じると、それは求めていることに

なります。何かを求めていれば、そのものがやってくるのです。そう

すると、あなたの功が乱れ、法輪は変形し、効力を失い、今まで

の修煉は無駄になってしまうのです。

　皆さんに教えますが、この法輪は大変貴重なもので、それをあな

たに与えましたが、私がこの法を伝える前に、千年も道を修めた人
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たちは法輪を得ようとしても得られなかったのです。法輪を得たら、

この人の修煉は半分できたと言えるのです。功は法輪によって自動

的に演化されます。心を修めさえすれば、功が伸び、向上してくる

のです。法輪は高級生命であり、つまり、あなたの生命よりも高級

です。あなたに与えましたが、あなたが修煉したいということで、佛

性が現れてきたからです。この一念が生じたから、あなたを済度す

るのです。このようにしたのです。あなたが得たものはとても貴重な

ものです。佛を修めるのは非常に厳粛なことであり、法輪を乱し、

壊すことも許されません。もしあなたが他のものを混ぜて修めたら、

我々は法輪を取り戻すしかないのです。あなたにこの生命─高級

生命を壊させるわけにはいかないからです。それなら、他のものを

学んだ時、法輪はこんなに大きな威力があるのに、どうして構って

くれないのかと思う人がいるかもしれません。この宇宙の中に一つ

の理があり、何を求めるかは自分で決めることであり、自分自身が

求めていれば、もし邪なものを求めていれば、邪なものがあらゆる

機会を逃さず入って来るのです。あなたが求めていなくても、無理

やり入り込もうとします！　求めていれば、すぐやって来て、一秒も

経たないうちに来てしまうのです。法輪はなぜ手助けをしないので

しょうか？　あなたが求めているからです。ですから皆さんはくれぐ

れもこのことに注意してください。人が修煉するということは、とて

もとても厳粛なことです。

　私が中国で功を伝えた時、多くの人は高い次元まで天目が開き

ました。天目が開いても、修煉がしやすくなるわけではありません。
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高くて大きな神仙が見え、別の空間の生命体は大きくなることがで

き、黄色の衣服も着て、高くて大きいため、人類は神通が広大だ

と思ってしまいます。「あなたを弟子として受け入れましょう。私につ

いて学びなさい」とあなたに言います。人の心が動じ、すぐ彼につ

いて学びに行けば、もうおしまいです。彼はいくら高くて大きくても、

三界を出ていないので、何者でもありません。ただ彼はこの空間に

おらず、身体を変化させることができるだけです。ですから、皆さ

んはぜひこれらのことに気をつけてください。またあなたを邪魔し

に来る魔があります。「私について学びなさい。何かを教えます」と

言うのです。特に他の功を練る人は、いわゆる自発功が出やすく、

そこに座ってきれいな手印を打っているようですが、あなたに教え

ますが、魔もこのことができるのです。誰が与えてくれたのか分か

らないので、彼に従って練習すると、あなたの身体に何かが加えら

れ、あなたの身体を乱してしまうのです。一部の人は、これを学ん

だり、あれを学んだりしたために、身体の中はめちゃくちゃで、何で

もあります。もう全く修煉できなくなるのです。我々は縁を重んじま

すが、私に会うことができることも、あなたの縁なのです。真に修

めたければ、徹底的に浄化してあげます。良いものを残し、悪いも

のを除き、身体を整え、浄化させ、乳白体の状態に達してから、は

じめて真に功が出て次元を高めることができるのです。

弟子：先生にはたくさんの法身があり、人の修煉を指導すること

ができます。しかし我々はオーストラリアにいて、誰が我 を々指導し
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てくれるのでしょうか？　誰を師とするのでしょうか？

師：彼はとても重要な問題を出しました。皆さんも知っているよう

に、人が修煉することは非常に厳粛なことです。人は生々世々に業

力があり、前世に良くないことをすれば、別の空間に敵と債権者が

いるかもしれません。あなたが修煉すると知れば、復讐してくるか

もしれないので、修煉して間もないころの人は生命の危険に直面す

るのです。ですから私が言ったように、もし師父がいなければ、あ

なたが修煉して成就することは全く不可能で、絶対に成就できない

のです。師父があなたを見守り保護して、はじめてあなたは修煉し

成就できます。あなたにいかなる大きな問題も起きないようにして、

はじめてあなたは修煉し成就できるのです。修煉者は以前世界各

地にいましたが、中国は割合多かったのです。多くの道を修める人

は弟子をとりますが、後に道教が現れて多くの弟子がいても、秘伝

を受け継ぐのは一人だけです。こうして、はじめて弟子に問題がな

いように保証できるのです。一人しか見守れないのです。なぜなら、

道家は衆生を普く済度する願望を持っていないからです。

　私はなぜこんなに多くの人を済度できるのでしょうか？　海外の

人は別にして、中国だけで現在一千万の人々が学んでいます。なぜ

皆さんに問題がなかったのでしょうか？　在席の皆さんの中にも自

動車事故に遭った人がいて、車は壊れましたが、彼には確かに何

の問題もなく、痛みもなく、怖がってもおらず、どこも怪我をしてい

なかったのです。なぜこうなり得るのでしょうか？　つまり債権者が

あなたに債務の返済を求めに来たのです。しかし我々はあなたを真
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の危険にさらしてはいけません。ただし、借りはやはり返さなけれ

ばなりません。もし師父の保護がなければ、それですぐ死んでしま

うのです。死ねばどうやって修煉するのでしょうか？　私には無数

の法身があり、私と同じような姿をしています。法身は別の空間に

いるので、当然大きくも小さくも変わることができ、とても大きく変

わり、小さくもなれます。彼の智慧は完全に開いているので、佛の

ような法力があるのです。主体は私のところにありますが、彼ら自

身で独立して事を成し遂げる能力があります。彼らはあなたを見守

り、保護し、功を演化してあげることができるのです。実は彼らは

即ち私の智慧の化身であるため、あなたを保護できるのです。私は

オーストラリアにはいませんが、大法をすでにあなた達に伝えたの

で、法を師とすべきです。

弟子：法身は我々の修煉を指導し我 を々守ることができますか？

師：修煉者がトラブルに遭う前から、私の法身はこれらのものを

処理し、出現させないようにしたり、あなたにヒントを与えたりする

こともできます。あなたがどうしても悟らず、しかし修煉がよくでき

ていれば、法身はあなたの目の前に顕現し、何かを教え、あるい

は声を聴かせるかもしれません。あなたの修煉の次元が限られてい

るので、法身は姿を見せることはありませんが、声を聞かせるので

す。多くの場合はあなたが寝ている時、それを見ることがあります。

こうしてあなたは夢を見ているようで、真か偽か、また悟りの問題

が存在します。ですから多くの場合は夢の中で見ることがあります。
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もしあなたの定力がとても高ければ、坐禅している時でも見ること

ができます。しかしいつも私を見たいと思えば、それも一種の求め

ることであり、執着です。ですから、あなたに見させてはいけない

のです。何もこだわらず、修めさえすれば将来必ず見ることができ

ます。

弟子：師父は守ってくださいますが、私の業力はとても大きいの

で、どうやって守ってくださるのでしょうか？

師：ここにも一つ重要な問題が提出されました。今日の人類社会

は、みな業に業を積み重ねてここまで至ったので、業力はすでに相

当大きくなっています。人間だけにこんな大きな業力があるのでは

なく、人の生命は転生できるため、動物、物質、植物、高次元空

間の生物、低次元空間の生物にも転生します。六道で輪廻するの

で、全て転生できるのです。人は徳と業力を持って輪廻しています。

現在の人は徳が少なく業力が大きいのです。見たところ、人間だけ

に業力があるのではなく、セメント、土までも業力があります。皆

さんも知っているように、昔中国の農民は畑で野良仕事をする時、

もし手に怪我をしたら、土を取って付ければすぐ治り、土を少々付

けるだけでよくなったのです。現在、敢えてこのように土に触れよう

とする人がいるでしょうか？　触れなくても破傷風に罹ってしまいま

す！　至るところに業力があります。物質に業力があり、植物に業

力があり、動物や人や至るところに業力があるので、高次元空間か

ら見れば、人類社会には黒い波が押し寄せているのです。なぜ伝



57

染病があるのでしょうか？　とても深刻な伝染病は、とりも直さず

その黒い波で、密度のとても大きな業力の塊であり、あちこちに流

れているのです。流れてきたところで、伝染病が出現するのです。

現在、人類の業力はこんなに大きいのですが、どうすればいいで

しょうか？　皆さんに言っておきますが、あなたが修煉したいと思っ

ても、つまり私が先ほど言ったように、借りがあった何人かの命を

償ってから修めようとすれば、恐らく時が移り状況も変わって、私

に出会うこともないでしょう。

　それではどうしたらいいでしょうか？　この宇宙にいる人は人間に

なるためではなく、修煉して元に戻るため、つまり真にその人が生ま

れたところに帰るためです。私は常人社会にいて、常人の情から離

れることができず、修煉したら、妻や子供、親兄弟をどうすればい

いでしょうか？　それなら、私は生きていてもつまらないと言う人が

いるかもしれませんが、それは常人の角度からの認識で、今の次

元での考えです。新しい次元に向上し、つまり次元が高まれば、こ

のような考えはなくなるのです。別の境地にいればこのように考えな

いのです。ここで一つの道理を教えましょう。誰があなたの本当の

身内なのでしょうか？　ここで皆さんの家庭関係に干渉しようとす

るのではなく、人は六道輪廻で転生する時、今世は人間であって

も、来世は動物になり、植物になり、一世さらに一世と転生します。

繰り返し転生する中であなたに何人の両親、何人の妻子、何人の

兄弟姉妹がいたでしょうか？　あなたの長い生命の過程では、数

え切れないほど多いのです。さらに人間もいれば、人間でない場合
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もあり、どれが本当なのか、まさに人間はあまりにも深く迷い込ん

でいるのです！　あなたの本当の両親は宇宙であなたが生まれたと

ころにいて、そこだけにあなたの両親がいるのです。生命は二種類

の由来があります。一つは厖大な物質の運動によって生まれた生命

であり、もう一つは宇宙の物質の運動によって生まれた有形の生命

で、彼は人間が身ごもるように自分で生命を生み出します。このよ

うな生命であれば、彼には両親がいます。ですからあなたの本当の

両親は、そこであなたを見ており、あなたが帰るのを待ち望んでい

るのに、あなたは帰らず、ここで迷ってしまい、まだ身内が皆ここ

にいると思っているのです。

　人は人間になるのが目的ではなく、返本帰真こそが目的なので

す。人にもし佛を修めるという一念が生じれば、修煉する機縁がな

くても、佛を修めるという善の種を蒔いたのです。なぜこう言えるの

でしょうか？　つまり彼に生じたこの一念は大変貴重なものです！　

人はこれほどの苦しみと迷いの中にいても、まだ元に戻る気持ち、

佛を修め善に向かう心があるためです。もしあなたが修煉したいな

ら、皆あなたを助け、方法を考えてあなたのために便宜を図ってあ

げます。人にこの一念が生じると、十方世界を震わせ、黄金のよう

に輝き、誰にでも見えるのです。人が修煉したいと思えば、このよ

うになるのです。しかし、こんなに大きい業力を持っているので、

どうすればいいでしょうか？　何らかの方法で業を消してあげます。

業は無条件に消してはならず、全て消してあげてもいけません。他

人はどこまでしてあげられるのでしょうか？　私は関心がないので
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すが、佛教では、一世で成就できず、何回も輪廻して、はじめて

成就できるといいます。つまりそれほど多くの業は一度に無くすこと

はできないということです。しかし、もしあなたが真に修めたけれ

ば、我々は何らかの方法で、今生であなたを成就させ圓満成就させ

ます。もしかなり年をとっていて、あるいは定められた寿命がもう非

常に短くなって間に合わない場合、法輪を持って天寿を全うし、転

生することになります。法輪を持っているので、次の縁を続けさせる

ことができるのです。

　一人の人が正法を修めるにあたって、私はあなたが修煉できるよ

うに、耐えることができる程度まで業力を消してあげます。全て消

してはいけません。全く償わないわけにはいきません。では、どの

ように償うのでしょうか？　それをあなたの修煉の過程に置きます。

全てはあなた自身の業力なので、修煉していく中で、向上する必要

のある各次元に置きます。それは心性を高めるための関や難として

現れてきます。次元を高めなければならない時になると、何らかの

厄介なことに出くわし、あるいは身体の具合が悪くなります。この全

てはあなたに悟らせるためです。この時に自分を修煉者として扱うこ

とができるかどうか、あるいは常人のようにこれらの出来事に対処

するのか、放下して淡 と々して見ることができるかどうかを試してい

ます。関や難を向上する良い機会とみなし、放下できれば、この関

を乗り越えることができるのです。一部の修煉者は難がとても大き

いと思いますが、実はそれほど大きくないのです。それが大きいと

思えば思うほど、難は大きくなり、あなたは小さくなるのです。もし
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気にせず、気にかけなければ、緑の山さえあれば、薪がなくなる心

配はないように、師がいて、法もあるのに、何を恐れるのですか？　

無視すればいいのです！　放下した途端、難は小さくなり、あなた

は変って大きくなり、一歩だけで乗り越えてしまい、その難は何ほ

どのものでもなくなります。必ずそうなるのです。乗り越えられない

のは実は執着心を取り除くことができず、あるいは法に対して信じ

ていないからです。多くの場合はこの心を放下できず、あの心を放

下できず、みな心を放下できないことが原因で難を乗り越えられま

せん。彼は人間のその一歩から抜け出すことができないため、乗り

越えられないのです。

弟子：一つ質問があります。私は長い間法輪大法を修煉してき

て、むさぼるように先生の本を読み、ビデオを見ています。しかし

一つ分からない話があります。つまり先生のおっしゃった「法輪は

自分で煉り出すことができるものではありません。先生が自ら法輪

を植えつけてあげます」という話です。それで、私は中国に行って

先生に法輪をいただきたいと思っています。これが一つの質問です。

もう一つの質問は、仮に法輪があるとして、どのように自分に法輪

があると証明できるのでしょうか？　この二つの質問です。

師：多くの人はこのようなことを心配しています。この法を学びた

いのですが、講習会に参加したことがなく、先生にお目にかかった

こともないのに、法輪を持つことができるでしょうか？　何も感じて

いない人は、先生が見守ってくれていないのではありませんか？　
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多くの人はこのような疑問があります。実は私はすでに本の中に書

いていますが、皆さんは法輪を持つことができます。私は衆生を済

度しに来ているので、あなたに責任を負わなければ、本やビデオを

見るだけでは皆さんに危険をもたらすことになります。ですから私は

あなたの面倒を見なければならないのです。あなたが真に修めてい

ても見守ってあげなければ、私は人に害を加え、人を死地に置くこ

とになり、私は報いを受けるはずです。ですから、私はそのような

ことをしてはいけません。私はすでにこのようにした以上、皆さんに

責任を持たなければなりません。多くの根基のかなり良い人はこの

本の文字一つ一つも法輪であるのが見えます。空間が異なってい

るので、更に深い空間を見ていけば、全ての字が私の法身であり、

佛の形象であり、字の部首も一人の佛なのです。皆さん考えて見て

ください。一人の佛はすでにかなり大きな威力がありますが、この

本を読んでいる時、なぜ病気が治ったのでしょうか？　どうして目

の良くない人はこの本を読めば読むほど字が大きくなり、目の疲れ

も感じなくなるのでしょうか？　なぜこの本を読むと奇跡的な変化

が起こるのでしょうか？　本の中の文字は法によって構成されてお

り、文字自体はあなたのために何でもしてあげられるし、あなたに

法輪を植えつけることができるのです。更に私の法身も見守ってあ

げています。この全ての事は彼らにできるのです。したがって、私

本人に会わなくても得られるのです。

　感じるかどうかについては、敏感な人であれば、下腹部で回って

いると感じられますが、一ヵ所だけでなく、全身のどこでも回って
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いると感じます。ここに在席している人の中に間違った話をした人

がいますが、今後注意してください。その人は、法輪大法は九つの

法輪を煉ると言いました。皆さんに教えますが、真に与えた法輪は

一つだけです。この一つの法輪だけですでに限りない威力を持っ

ています。この法輪は無限に分身できるのです。修煉の初期段階

において、身体を調整してあげるために、あなたの体外に何百ある

か分からないほどの法輪を植えつけてあげました。どこでも回って

います。ここでも回っており、そこでも回っており、いや全身で回っ

ていると話した人がいます。至るところで回っています。身体を浄化

し、同化してあげなければならないため、私はこの功の特性を用い

て調整してあげています。ですから、至る所で法輪が回っていると

感じられ、数え切れないほど多くの法輪があると感じるのです。九

つあると感じたから、それで九つあると言ったのかもしれません。

私はかなり多くの体外にある法輪であなたの身体を調整してあげま

すが、敏感な人もいれば、そうでない人もいます。敏感でない人は

感じられませんが、敏感な人には感じられます。感じられても、感

じられなくても、これは全て初期段階のことです。感じられる人は

法輪が身体に順応して、身体の一部になった時、感じなくなるので

す。心臓は動いていますが、普段その動きを感じられるでしょうか？　

手で触れば分かります。胃は蠕動していますが、それが動いている

と感じられるでしょうか？　血液は流れていますが、あなたに感じ

られるでしょうか？　身体の一部となった時に感じなくなります。初

期段階に感じられない時もあり、初期段階に感じない人はかなりい
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ます。しかしその後修煉していくと、数多くの感覚があるはずです。

修煉さえすれば必ず見守ってあげます。

　最も顕著な変化はあなたの身体が速やかに浄化されることです。

中国大陸で多くの人が知っていますが、法輪大法の修煉はとても

不思議です！　煉功すれば病気がすぐ治ります。なぜでしょうか？　

多くの人は病気治療を求めず、大法が素晴らしいと思って修煉を始

めたのですが、病気が治りました。しかし往々にして効果が良くな

い人もいます。なぜ病気が治らないのでしょうか？　法輪大法は病

気を治すことができると聞き、病気治療の目的で修煉を始めたた

め、病気を取り除くことができないのです。「求めずとも自ずから得

る」ということです。病気を治療したいというのも求めることです。

人の身体には病気があるはずで、業を返すべきです。ただ修煉した

いという心だけを持ち、病気治療の心を取り除かなければならない

のです。病気治療のことを考えず、このようなことに構わず、ただ煉

功すれば、何でも得られます。しかし病気を治したい心があれば、

何も得られないのです。これまで我々はずっと精神病患者と重病患

者が講習会に参加することを認めていませんでした。つまり、重病

患者にいかにその心を放下させようとしても、彼は放下できません。

生命がもうすぐ終わるのに、病気を考えずにいられるでしょうか？　

病気のことばかりで夜も眠れない有様ですから、放下するようにと

言っても放下できないのです。時に口では放下すると言いますが、

頭の中ではやはりとても強く考えています。ですから我々は何もでき

ません。なぜできないのでしょうか？　正法を伝えて人を済度する
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には要求があり、とても厳しい要求なので、そうでなければ我々は

邪法を伝えることになります。あなたはこの一念を変えなければな

りません。そこではじめて何かをしてあげられるのです。その一念

を変えなければ、我々は何もできません。その一念を変えれば、あ

なたは常人ではなくなり、この一念を変えられなければ、あなたは

即ち常人です。その差はここにあるのです。ですから、求めずとも自

ずから得るということにほかなりません。一部の人は何の考えも持た

ずに来て、とても良いと思い修煉してみました。人々が皆気功を修

煉しているのを見て、彼もわけが分からず修煉しに来ましたが、そ

のために却って全てうまくいったのです。もちろん我々は一度に人々

にかなり高い要求をするわけではなく、一つの認識の過程があって

もかまわないのですが、修煉はいかなる求める心も抱いてはいけま

せん。

弟子：先生、すいませんが、三つの質問があります。一つ目は

『轉法輪』で言及されている奇門功法では、修煉してできた功をも

ぎ取りません。一部の功は修煉した功の八割をもぎ取ってその世界

を充実させるのですが、我々が修煉しているこの大法でも、もぎ取

るのでしょうか？

師：人は常人の中で修煉し、将来、佛になるために備えるべき一

切のものを全て煉り出さなければなりません。皆さんも知っている

ように、佛には欲しいものが何でもあり、しかも神通は広大で、限

りない福分があります。それはどこからきたのでしょうか？　どれほ
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ど苦しみを嘗めたかによって、それに相応する福を得るのです。功

が相当高い次元に達してから、はじめて佛になることができるので

す。これは昔修煉界でとても高い次元の修煉者の間で話すことで、

常人の中で話されたことはありません。修煉者は確かにかなり高い

次元まで修めて、はじめて圓満成就することができるのです。なぜ

でしょうか？　功だけあっても上がれません。必要なものがなけれ

ば、何の福分もなければ、それではいけません。修煉していく過程

で、それを全て修め出さなければならないのです。修煉の過程で嘗

めた苦は、即ちあなたの威徳です。苦しみを嘗めれば、功が伸び、

心性が向上すれば功が伸びるのです。ですから将来とても高い次

元まで修煉すれば、また功の八割をもぎ取ってあなたの果位の限り

ない福分を圓満させ、あなたの世界を充実させます。それはあなた

が苦しみに耐えて修めて得たものです。修めて得た心性の基準まで

もぎ取り、あなたの世界を充実させて、はじめてあなたの福分とな

るのです。それはあなたが苦しみに耐えて得たものです。残ったそ

の二割は、それこそあなたの果位なのです。菩薩の基準に達すれ

ば菩薩になり、佛の基準に達すれば佛になり、羅漢の基準に達す

れば羅漢になり、更に高い境地に達すれば即ち更に大きな佛にな

るのです。奇門功法の修煉は割合複雑ですが、自分自身の功で福

徳を圓満させるのです。

弟子：私の聞きたい第二の質問は、私の心性はあまり高くないの

で、人に罵られたり、いじめられたりしたら、心の中で怒りがおさ
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まりません。先生の言われたことによれば、人々があなたを殴り、

罵り、いじめる時、あなたに徳を与えているので、心の中で怒って

はいけないとあります。怒ったら、功が伸びていないことになります

か？

師：煉功する人として、常人に対して怒った時、すでに常人と同

じになってしまったのです。怒った時、あなたは外へ向かって押し

出そうとしていますが、ただ押し戻していないだけです。押し戻せ

なかったのは、あなたがつまり失ったからです。相手と同じように

対処すれば、それを押し戻してしまうことになります。ある人は次の

ように考えるかもしれません。彼は私をいじめて、私のお金をたくさ

ん騙し取ったのに、私は喜んで彼に感謝しなければならない。私

を殴って罵ったのに、罵り返していけないばかりか、彼に感謝しな

ければならない。これでは人々に阿Ｑではないか、あまりにもひ弱

で女 し々いと言われるのではないか？　違います。皆さん考えてみて

ください。あなたにそれほどの高い心性がなければ、できないこと

なのです。それは修煉者の強い意志の表れで、常人にできることで

しょうか？　それほどの強靭な意志がなければできないことで、ひ

弱で女々しいのではありません。もちろんあなたは喜ぶべきです。

皆さん考えてみてください。彼がもしあなたをいじめなければ、あ

なたは一塊の徳を得られるはずはなく、一塊の徳を多く得たら、一

塊の功が伸びます。彼にいじめられた時、あなた自身の業力も消

えているのです！　あなたは業力を持ったまま佛になれるでしょう

か？　業力をきれいに消さなければなりません。彼はあなたをいじ
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めてあなたに徳を与え、あなたの業も消えるのです。彼と同じように

対処せず、心の中がとても平静であれば、あなたの心性基準は高く

なります。頭上に心性の尺度があり、尺度の高さが功の高さです。

あなたは心性も功も高くなり、業も徳に転化し、更に彼があなたに

徳を与えたので、あなたは一挙四得です。彼に感謝すべきでしょう。

本当に心から彼に感謝すべきです。私が先ほど言ったように、人類

社会で考えられている善し悪しの理は反対になっているのです。高

い次元から見れば、人が執着しているものは全て良くないものです。

弟子：三番目の質問は本の中に書かれている殺生の問題です。

殺生は一種のかなり大きな罪ですが、自殺も罪になりますか？ 

師：罪になります。現在の人類社会は悪くなり、奇々怪々なこと

が現れています。安楽死などと言って、注射で人を死なせます。皆

さんも知っていますが、なぜ注射で人を死なせるのでしょうか？　

彼が苦しんでいると考えているからです。しかしその苦で業を消し

ていると我々は考えています。彼は来世に転生する時、身体が軽く

なり業力が消え、かなり大きな福が待っています。苦の中で業を消

している時、当然辛いのです。しかし、業を消させることなく彼を

殺してしまうことは、殺人ではありませんか？　彼が業力を持ったま

ま死んでしまえば、来世でまた業を返すことになるのです。それで

はどちらが正しいと思いますか？　自殺にはもう一つの罪がありま

す。人の生命は按排されており、あなたは神が按排した全体の順

序を破壊したことになるのです。あなたが社会に果たす義務を通じ
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て、人と人との関係が繋がっています。死ねば神の按排した全体の

順序を乱したことになるのではありませんか？　乱せば神も許さな

いのです。ですから自殺は罪なのです。

弟子：佛はしたいことが何でもできますが、佛は心を清らかに保

ち無欲なのではないでしょうか？　彼も何かを楽しもうと思うので

しょうか？

師：佛は食事をせず、人の身体もないと言う人がいます。この話

を聴くと、人々は皆、佛はこうだと思ってしまいます。言っておきま

すが、修煉界の人の話を、常人の考えで認識してはいけません。佛

が人の身体を持っていないということは、分子という層の粒子の物

質で構成した汚い身体がないということです。彼の身体の最も粗い

粒子は、表面は原子で、最もミクロな粒子は宇宙の中のもっとミク

ロの物質なのです。物質はよりミクロであればあるほど、その放射

性エネルギーも大きくなり、佛光が普く照らすのです。佛はご飯を

食べないと言われていますが、佛は人間のご飯は食べず、自分の次

元の物質を食べます。「飯」という人類の言葉も当てはまりません。

ですからあなたは佛の境地の言葉の意味や、佛のことも理解できま

せん。人には人の考え方しかないのです。

　佛になったら、なんと退屈でしょう。何もなく、まるで丸太がそ

こに座っているようだ、と言う常人がいます。皆さんに教えますが、

佛は自分の天国世界の法王なのです。如来と呼ばれるのは彼の心

性の基準の次元の体現を指しています。彼は実際には自分の天国
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の法王で、その世界にいる無数の衆生を管理しています。もちろん

常人のように法律で強制的に管理するのではなく、完全に慈悲と善

の心で管理しており、中にいる誰もがその境地の基準に達している

ので、限りなく美しいのです。常人の情はありませんが、慈悲があ

り、更に高い境地のより純潔なものを持っています。常人の持って

いるものは一切持っていません。更に高い境界にふさわしい素晴ら

しいものを備えています。これこそ高級生命ですが、まだ更に高級、

更に高級、更に高級な生命がいます。何も面白くないというなら死

ねばいいのです。それらは更に素晴らしいもので、その世界に行っ

て、はじめて何が幸福であるかが分かります。更に素晴らしいので

すが、常人のものを放下せず、取り除かなければ、その境地に行く

ことはできないのです。

弟子：なぜ奇門功法はその功をもぎ取らないのですか？

師：奇門功法は功をもぎ取らないということを、誰が言ったので

すか？　皆修めて得た功を用いて、自らの果位を圓満させなければ

なりません。奇門修煉は一種類だけではありません。奇々怪々で非

常に独特です。修煉する過程で、修煉しながらその果位を圓満さ

せている場合もあります。払った代価は同じです。この場合、功が

上へ伸びるばかりではないので、もぎ取りません。もぎ取られる人

は、その功が速く伸びますが、もぎ取られない人は、修めながら福

徳を圓満させているので、その功の伸びはとても遅いのです。払っ

た代価は同じです。
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弟子：二つの質問があります。一つは、私が初めて坐禅をした時、

師父の法身が私の側に、私の左側にいらっしゃるのが見えました。

しかし黒い服を着て、満面に微笑みをたたえておられました。後で

読んだ資料のとおりでした。初めて見ましたので、今日ご教示をい

ただきたいのです。録画の中の色と同じではないのです。

師：これも異なる空間には色の違いがあるからです。例えば、道

の好きな色は何ですか？　紫です。ですから道は紫気東来と言い、

紫が最高の色だと思っています。佛家は黄色、黄金色を好みます。

しかし両者は同じ色です。この空間においては紫ですが、あの空間

においては黄金色になります。我々の空間で見た黒いものは、別の

空間で見れば白なのです。この空間で見た真っ白なものは、別の

空間で見れば、真っ黒なものになります。この空間の緑は別の空間

で赤になります。全ての色はいずれもこのような異なる空間の異なる

表れ方があります。あなたがちょうどそのような状態でいれば、そ

のような色が見えるのです。皆さん、あることに気をつけてください。

時に魔の妨害はとても強いのです。多くの場合、私の法身は佛の袈

裟を着ており、くるくると巻いた青い髪で、明るい青色です。時に

は、きわめて特殊な場合に私のこのような衣服を着た法身が見える

のですが、きわめてきわめて特殊で、めったにないことです。です

から皆さんはこのことをはっきりわきまえてください。もしそれが私

であれば、あなたはそれが私であると感じ、安心感を覚えますが、

もし私でなければ、あなたは心に疑問が生じるはずです。
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弟子：私は法を学んですでに二ヵ月経ちました。この二ヵ月で私

は数十年の病気が全てなくなったと感じました。私が大法を学ぶ目

的は私の業力を除去するためです。この二ヵ月は、私は本当にとて

も気持ち良く、薬を全く飲みませんでした。これが一つです。もう

一つは、坐禅の時に見たのが法輪なのかどうか師父にお伺いした

いのです。私は螺旋式に回転するものが見えました。しかし、色は

土の色で、泥土の色と同じで、その回転は大変奥妙ですが、中の

構造は見えませんでした。

師：法輪の中の符号を除いて、地色は変わることがあります。赤、

橙、黄、緑、青、藍、紫、有色、無色にそれらが変わるので、法

輪は全てこのような色とは限りません。また法輪が皆さんの身体を

浄化する時、その回転はとても速く、扇風機の羽根、竜巻のように

見えます。回転がとても遅い時、中の構造をはっきり見ることがで

きます。速く回転しているときは容易には見えません。初期段階に

身体を調整するとき、速く回るべきか遅く回るべきか、どう回るべ

きか法輪自身が知っていますので、これは大丈夫で、全て正常で

す。

弟子：大蓮花手印を結んでもいいのですか？

師：大蓮花手印は一つの定印で、つまり固定した印で、これが

大蓮花手印です（手振りをする）。我々が煉功する時に結ぶ必要は

ありません。家にある佛像を師父に開眼してほしい時、あるいは道

家の老子や元始天尊や他の佛像の場合、私の本を持てば一番いい
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のです。中に写真があるではありませんか？　あなたは私に、「先

生、開眼をお願いします」と言って、大蓮花手印を結んでこの本を

持てば、三秒で終わります。私の法身は佛像と同じような神の法身

を一体招いて来ます。もし阿弥陀佛の像を開眼したいなら、私の法

身は一体の阿弥陀佛の法身を招いてその佛像に来てもらいます。こ

れが本当の開眼と言います。現在、宗教の中で着実に修めていな

い和尚や多くの偽気功師は開眼できません。彼は佛に来てもらうほ

どの威徳を持っていません。それは佛であって、誰かが呼ぶと来る

のではありません。もちろん鏡で佛像を照らすことを開眼だと言う者

もおり、更に佛像の目に辰
しんしゃ

砂を付ける者もいます。目を真っ赤にす

ることを彼は開眼だと称しますが、これらは全てでたらめです！

弟子：人間は異なる天国から落ちて来たもので、異なる次元から

落ちて来たと先ほどおっしゃいました。それでは、道理から言えば

自然にその人は彼の元の天国に帰るべきです。しかし人間という次

元では、自分が元いた天国を知らないのです。それでは修める時、

彼は違った方法を選択したかもしれません。例えば、縁があって法

輪大法を学ぶようになったかもしれません。

師：あなたが元々いた世界、あなたの生命が生じたところに帰り

たい、という願望はよいのです。あなたは現在、まずどのように帰

るのか、どのように修めて帰るのかということを解決しなければなり

ません。これが最も肝要なことです。他に選択する余地はありませ

ん。全くないのです。全てがそこに並べられ、佛がそこに座り、あ
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なたの欲しいものを与えるということではありません。もしあなたが

修めて向上し、本当にとても高く修め、元の位置に帰ることができ

れば、あなたはその世界にいて、その世界にいる親族に会いに行っ

たり、見て回ったりすることができます。あなたはどの世界にいても

構いません。あなたはシドニーに住んでいても、ブリスベンに住ん

でいてもどちらでも構いません。

弟子：東南アジア地区で天道というものがかなり広範囲に伝わっ

ていますが、これはどういうことでしょうか？

師：皆さんに教えますが、現在は末劫の時期で、釈迦牟尼佛は

末法の時期に、万魔が世に出ると言っていました。釈迦牟尼佛が

この世にいた時、魔は「私は今あなたの法を乱すことはできないが、

あなたの法が末法の時期に入る時、私は私の弟子、孫弟子たちを

出家させてあなたの寺に行かせます。あなたがどうするかを見てみ

ましょう！」と言いました。釈迦牟尼佛はその時すぐ涙を流しまし

た。釈迦牟尼佛にはもちろんどうしようもありません。末法に至れ

ば、乱れてしまいます。彼の言った末法の時期は人間だけでなく、

寺だけでもなく、人類社会の至るところに人類を破壊することが存

在し、そのような人が存在しています。邪教は縦横無尽に横行して

います！　表面上でそれらも人に善に向かうことを教えていますが、

本当はこのためにやっているのではありません。それは名のためか

金のためです。あるいは一種の黒い勢力のためで、全てこれです。

ですから見てごらんなさい。彼らは一体何を追求していますか？　
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佛法は人を済度するために伝え出されたものです。それを金儲けに

利用すれば、この上なく罪深いことになります！　もちろん魔はこの

ことを気にしません。彼は宗教の看板を掲げて、あるいは人を善に

向かわせる看板を掲げて人類を破壊し、人の心を乱し、心の法を

破壊するのです。これは最もあくどいことです。ですから私が思う

には、もちろん一部のことは話したくありませんが、あなたには正と

邪を弁別できるので、自分で弁別してください。誰が邪で、誰が邪

ではないか、私は話したくありません。

　ただし、あなたに教えられるのは、一人の人が常人社会に来て人

を済度したいとすれば、これはあまりにも大きなことで、全宇宙の

神が同意しなければいけません。なぜならば各方面に関わり、人

類社会の全ての上下に対応している民族に及び、数多くの問題に

及ぶからです。誰かが急に思いついてしたくなったからと言ってでき

ることではないのです。イエスがなぜ十字架に磔にされたのか私は

知っています。釈迦牟尼佛はなぜ涅槃の道を歩んだのでしょうか？！　

正法を伝えることは容易ではなく、邪法を伝えるなら却って誰も構

いません。誰も構わないということではなく、往々にして正法が伝え

られる時、邪法が多くなり、どの法門に入るかはあなたが決めるの

です。もしみな同じ法門であれば、伝えられるのは全て正法で、世

間に邪法がなく、全て処理されたとすれば、人はあまりにも修めや

すくなるのです。この法はどのように得るのか、誰もがあなたのも

のを修め、その一門しかなければ、弟子がその法に対して確固た

る心を持っているか否かをどう試練するのでしょうか？　ですから
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往々にして正法を伝える時、邪法も伝え、人がどの法門に入るかを

見るのです。人の悟性を量るということは、あなたの修煉過程で「さ

あ、私についてこれを練りましょう、私についてあれを練りましょう。

私の今やっている功法はとてもいいものです」などと、あなたに声

をかける人がいます。あなたを引っ張り試すのです。このことは絶

対にあるはずです。あなたの修煉過程に、終始このような現象が

あり、あなたを引っ張って行きます。なぜ我々はこれらの事を止め

ようとしないのでしょうか？　法身は何でも解決できるのです。では

なぜこれを放置しておくのでしょうか？　つまり魔を利用して人の心

を試し、あなたが根本からこの法に対して確固たる心を持っている

か否かを見るのです。佛を修めることはこれほど厳粛なことなので

す。ですから、このような事が存在しています。

　良し悪しについて私は全て話しました。正教でさえも現在、人を

済度するのはとても難しく、邪教はなおさらです！　モデルのように

着飾り、人に担がれて至るところで金をもらっている人がいますが、

人々はまだ彼女を信じています。人はとても愚かなものです！　法

を得ていない時はとても騙されやすいのです。

弟子：思想業とはどういうことですか？

師：人によっては脳の中に無意識のうちに良くない思想が生まれ

ることがあります。我々は正法を修煉しています。私は社会に対し

て責任を持ち、人類に対して責任を負い、人に責任を持つという原

則に基づいてこの事をしています。その人もこれが良いと知っていま
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すが、頭の中では私を罵り、しかも信じてはいけない、全てが偽り

だと彼に教えます。なぜこのようなことがあるのでしょうか？　人は

自身の身体に存在する業力以外に思想業力も存在しています。い

かなる物体も生き物で、思想業も生き物です。あなたが修煉を始め

ようとすれば、あなたの思想を浄化し、これらの生々世々に生じた

良くないもの、人を罵る思想、形成した観念、各種の業力を全て除

去しなければならないのです。それを除去して、はじめてあなたの

本性が現れてくるのです。あなたは修煉を始めて、これらのものを

消そうとし、これらの人を罵る思想概念を除去しようとすれば、こ

れらのものが承知しません。それ自身が死ぬことを受け入れられる

でしょうか？　それはあなたの脳に「これは全て偽りだ、彼を罵れ、

人を罵れ」と反応します。あなたが煉功すればするほどこれらのも

のはますます人を罵り、脳の中に人を罵る言葉、とても汚い言葉が

生じるのです。実はあなたに教えましょう。これらのものはあなた

ではなく、業力で、思想業なのです。必ずそれを排斥してください。

我々のこの功法はあなた本人を修めさせるものです。もし自分の意

識をはっきりさせなければ、人を罵る言葉が出る時、心が揺れてし

まえば、あなた自身の主意識もそれについていってしまい、修煉を

やめて、動揺してしまいます。そうなると、我々ももうあなたを構っ

てあげることはできません。我々が済度しているのはあなたですか

ら、あなたが駄目になったら、我 も々済度しなくなります。

　このような情況は以前たくさんありました。中国では思想の中で

激しい反応を体験した人がいて、その罵りがとても激しく、彼は排
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斥しようとしてもできませんでした。最後に彼は「先生申し訳ありま

せん！　先生を罵ってしまい、私のこの業力はあまりにも大きいの

で、いっそのこと死んでしまいます」と言い、ナイフを手に取って首

を切ろうとしました。当然ながら、あなたはこれを試してはいけませ

ん。彼は切ろうとしても切れず、痛みもなく、血も出ませんでした。

彼は気が収まらず、輔導員のところに行き「頭の中でよく先生を罵っ

ているのですが、どうすればいいでしょうか？」と聞きました。この

輔導員が事情を聞いた後に彼に向かって法を読むと、彼は心地よく

感じました。その後、私に尋ねたので、私は次のように教えました。

実際はあなたの業力が罵っており、あなたが罵っているのではあり

ません。あなたはいかなる心理的な負担も持つ必要はありません。

あなたが私を罵るのではなく、業力が罵っているからです。しかし

あなたの主意識ははっきりしなければならず、それを排斥して、で

きるだけそれを排斥して、罵ることをやめさせるのです。それを排斥

し、抑制すれば、私の法身は分かるのです。あなたが何をするか

それは全て知っています。それは罵る前にすでに分かっているので

す。これもあなたに対する試練で、主意識が確固としているかどう

かに対する試練なのです。確固として揺るがなければ、しばらく経

てば私の法身はこの業を消してあげます。この種の思想業力は直接

あなたの修煉を妨害し、直接あなたの悟性に影響するため、それ

を消してあげるのです。この問題は皆さん覚えておいてください。こ

ういった問題が出現したときには、わきまえておかなければいけな

いのです。
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弟子：煉功について一つ質問があります。動作と心性との関係に

ついて、動作を強化すれば心性を高めることができるでしょうか？

師：直接の関係はありません。しかし動作も圓満成就するための

肝要な部分で、それもとても重要なものです。我々のこの功は法が

人を煉るので、あなたが煉功していなくても、寝ている間、仕事を

している間、食事をしている間も、法はいつもあなたを煉っていま

す。二十四時間、絶えずあなたを煉っています。あなたが生きてい

る間の煉功時間を短縮させ、できるだけ速くあなたを圓満成就させ

ます。先ほど言ったように、現世であなたを圓満成就させます。こ

うしなければなりません。しかし、我々の煉功動作は、実際は他

の功法のように煉れば功が伸び、煉らなければ止まるというような

ことではありません。我々が煉功するのは私があなたに植え付けて

あげた一切の機制、体内と体外の機制を強化しているのです。あな

たはこれらの機制を強化しているのです。なぜ私はこの手の動き方

が灌頂のような形式ではなく、発するのでも、放つのでもなく、手

のひらは身体に向かって動くと説いたのでしょうか？　なぜなら私

はあなたの体外に気機を植え付けており、あなたが気機に従って

動くと、煉功の時の手のエネルギーはとても大きいので、気機が強

化され、つまりあなたは機制を強化しているのです。手を下腹部の

前に重ねる時、丹田の機制を強化しており、手を伸ばす時に運動

の機制を強化しています。ですから我々の煉功はあなたを長期に煉

功させることができ、二十四時間止まらずこの機制を強化しており、

煉功は圓満成就の手段です。しかしそれは絶対的なものではなく、
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圓満成就するための一種の補助的手段です。とは言っても煉功もと

ても重要なことです。この法門で修煉してでき上がったものが変異

したものにならないように、あなたの持っている一式のものとあなた

の動作とは直接関係があります。なぜなら我々にはまだ術類のもの、

更に生命を演化し、人を長生きさせるための命を修めるもの、功能

を加持するものなどがあるので、動作は一定の役割を果たしている

のです。修が先にあり、煉は後にあります。つまり修が第一で、煉

は二の次です。しかしあなたがこの法門で圓満成就したいのであれ

ば、修と煉のいずれも欠かせません。

弟子：私は煉功の時、どんな光景も見えず、白い光しか見えませ

ん。先生の姿を見たいと思ったら見えましたが、これは幻想ではな

いでしょうか？

師：私は二つに分けて言いましょう。天目の見えない人は、更に

高い次元へ突破するというような要素が存在するかもしれません。

悟性がとても高く、とても高いレベルまで修めることのできる人な

ら、彼に見せなければ見せないほど、速く修めることができるので

す。なぜなら彼は苦の中に迷っており、迷いの中で悟っているから

です。同様に苦を嘗めても、彼はより速く向上できます。それぞれ

に違うので、高いレベルへと修めているのかもしれません。

　もう一つは、あなたは見えないと言いましたが、実際にあなたは

すでに見えました。あなたは知らないうちに白い光が身体を照らし

ているのを見たのです。また、あなたは見ようと思った時に見えま
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した。実際にあなたには本当に見えたのです。あなたはそれを幻覚

だと思いました。多くの人は見えた時それを想像したものだと思い

ます。皆さんに教えますが、人の目が物を見る時、すでに慣れてお

り、目で見たと思っています。しかし、あなたは考えたことがありま

すか。何かが見えたということは視神経を通じて脳に伝導して画像

を映し出し、脳に反映したことによって何かの物体が見えたのです。

あなたの目はただカメラのレンズのようなもので、それ自身が物を

分析し、映し出すことはできません。脳が画像を映し出しているの

で、我々が天目を通じて見たものと人が想像したものも、皆脳に映

し出されているのです。何を想像するかは脳の中で行なわれており、

物が見えたのは脳に画像を映し出しているからです。これによって、

見えたのにそれを想像だと思ってしまう人がいます。しかし同じでは

ないのです。あなたが想像して見たものは、それほど実像のように

は見えず、動くこともできず、固定された画面だけなのです。しかし

あなたに本当に見えたものは動いているのです。このように徐々に見

ていけば、だんだんと慣れてきて、時間が長くなれば、次第にあな

たは本当に見えたと分かるようになり、しかももっとうまく使えるよ

うになるかもしれません。

　昔、道家は弟子を訓練する時、わざと弟子に想像させます。こ

の関係を知った上で、弟子の功能を訓練するのです。目の前にリン

ゴはありませんが、仮に目の前に一つのリンゴが置いてあると言い、

師父はリンゴの様子を弟子に教えます。実際はリンゴはありません

が、その香りがしてきたと感じて、更にリンゴの具体的な様子が見
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えたと感じるまで弟子を訓練させます。いずれも脳に画像が現れる

ので、人によってはこの問題をはっきりと解釈できないのです。要す

るに、あなたが想像したものは動かないのですが、見えたものは動

いているのです。

弟子：ある夜、夢を見て、とても恐ろしいものを見ましたが、私

は先生を思いつかず、密教のものを思いついたのです。しかし私は

とても敬虔に法輪大法を修めています。もし、いつか何かが起こっ

て私が死ねば、元神までも要らなくなるのでしょうか？

師：あなたはあまり本を読んでいないからです。今大法を修煉し

ていますが、密教のものがまだあなたの考えにあります。ですから、

夢の中で思いついたのは密教であり、大法ではないのです。「命に

かかわる危険なことに遭ったらどうしますか？」と私に聞く人がいま

すが、あなたの修煉と関係のないことは、あなたに遭遇させません。

絶対に遭遇させません。あなたの修煉と関係があることならば遭遇

します。あなたが今日もし本当に生命を失ったら、いかなる法門も

あなたを見守っておらず、全く修めていないことを意味しています。

宗教では命で償うことを主張しており、一生で圓満成就まで修める

ことができず、命で償ってから、来世続けて修煉すると説いていま

す。このように考えています。しかし我々の法門はこのようなことを

言いません。我々はあなたにこれらの問題に遭遇させないと説いて

います。真に私の弟子であれば、絶対にあなたを生命の危険に遭

わせないのです。
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弟子：私は当時夢だと知らなかったのです。

師：あなたはその時密教を練っていましたが、本当の修煉もして

いないので、当然効果もなく、誰も見守ってくれなかったのです。

地面にお金があるのを見て、それを拾ってポケットに入れた夢を見

た、と言う人がいますが、実はこれらの夢は全て人に対する試練な

のです。あなたの心性がしっかりとしているかどうかをみているので

す。昼間はしっかりしていますが、夢の中だと、駄目になるという修

煉者がいます。これは彼の思想の深層ではまだしっかりとしていな

いので、夢の中でしっかりしているかどうかを試練しています。です

からこの問題とぶつかるのです。正しく対処できなくても落ち込む

必要はなく、この問題を重視して正しく行動するように心がければ、

将来は良くなります。

弟子：李先生は国内で講習会を開かれた時、学習者たちに法輪

を植え付けてくださいました。今日私は先生の講義を聞きましたが、

我々にも法輪を植え付けてくださるのでしょうか？　またもう一つ質

問があります。精神異常の人の修煉は断わられていますが、脳に軽

い問題がある人は何か方法があるでしょうか？

師：まず一番目の質問について話します。私が言ったように、こ

の本の中の文字一つ一つに私の法身がいて、どの文字も私の法身

の形象なのです。どの文字も佛の形象です。私には無数の法身が

あり、私の法身は数字では数え切れません。皆さんも知っているよ

うに、釈迦牟尼佛は、阿弥陀佛には二百万の法身があると説きま
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した。私の法身の多さは数字では数え切れません。どんなに多くの

人でも私は面倒を見てあげることができます。全人類でも私は面倒

を見られます。もちろん修煉者だけにこのようなことをします。修煉

しない人や常人社会のことに関与しません。ですから、あなたに修

煉しようとする一念が出ると、私の法身はすぐ分かるのです。もう

一つの問題があります。私の現在のこの身体は常人の肉体で、これ

くらいの大きさしか見えませんが、しかし一つ空間を変えれば、私

の身体は今の私よりずっと高いのです。各空間で、私の身体は空間

ごとに高くなり、大きくなり、大きくなっていきます。私の最大の身

体は言葉では言い表しようのないほど大きいのです。多くの学習者

は、一瞬私のとても大きな身体を見ましたが、彼は「先生、私はあ

なたの足指の下にいて、先生の足指の上が見えません」と言いまし

た。ですからこれほど大きな身体では、考えてみてください。全地

球もここにあるので、あなたがどこにいても面倒を見てあげることが

できます。あの法輪は、私があなたの目の前にいる時しか植えつけ

られないのでしょうか？　あなたの目の前にいなくても同様にしてあ

げられるのです。私があなたの傍にいなくても、実はあなたの傍に

いるのです。

　二番目の質問は、精神分裂症に関することですが、軽かろうと重

かろうと、我々は明確に規定しており、その人に煉功させるべきで

はないと主張しています。我々のこの功法は他の功法と違い、我々

は本人を済度するだけで、本人を済度することができなければ、ほ

かの誰にも与えないのです。我々の功は本人の身体に植え付けてお



84

り、あなたの主元神を済度するだけで、あなた自身を済度するので

す。歴史上従来このような事はありませんでした。歴史上密教であ

ろうと、他の宗教であろうと、いずれもあなたの副元神を済度して

いたのです。ここで私は千古の謎を明らかにしました。この謎を明

らかにした当時、かなり大きな抵抗を受けました。しかし将来、世

界が全て良くなった後、多くの佛が新たに世に出て人を済度するの

です。私だけでなく、その時に彼らも人の主元神を済度します。こ

のことは私によって変えられ、転換させられました。なぜなら、人

の主元神を済度することは、人類の社会道徳の安定に対して直接

よい影響を与えるからです。副元神を済度すれば、本人は修煉で

きず、修煉にならないので、あなたが宗教に入ったとしても、社会

はやはりこのままで、社会に対してたいした役割を果たすことができ

ません。ですから人の主元神を済度すれば、彼は修めても、修め

なくても、社会で一人の良い人になるので、社会に対して有益なの

です。精神病の患者については、彼自身の意識がはっきりしていな

いので、我々は彼を済度することはできません。我々は意識のはっ

きりしている者を済度するのです。はっきりしない者に私が何かを

与えてあげても他人に取られてしまいます。彼が練るか練らないか、

我々の規定に従うことができるかどうか、あれもこれも練ってはな

らないという不二法門を守れるかどうかです。佛を修めることはとて

も厳粛なことで、彼が要求されたことを守れなければ、済度する方

法はないのです。どうしても彼に学ばせようとする人がいますが、問

題が現れたら、あなたがその責任を負わなければなりません。彼
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が練功しているうちに問題が起これば、その時彼は法輪大法を練っ

たせいだと言うでしょう。精神病のある人に我々は絶対に教えませ

ん。これは原則です。彼は常人ですから、病気にかかり、問題が

出てくるはずです。彼が煉功場で練功しようとした時、何かの問題

が起こるかもしれませんが、それは煉功することによって起こったの

ではなく、彼がその時になると発病するようになっていたからです。

弟子：全人類の人は皆同じですが、東方では佛教、西方ではキ

リスト教が普及していますが、地域の差異はとても大きいのです。

佛教は西方での影響力がとても弱いのですが、異なる系統なので

しょうか？

師：なぜ西方ではキリスト教で、東方では佛教なのでしょうか？　

東方の宗教あるいは西方の宗教は、なぜ同じではなく、違いがとて

も大きいのでしょうか？　実のところ、キリスト教も佛家体系の範

疇内のもので、ただ人類の差異、文化上の差異と天体文化の差異

で、人類の形象の違い、考え方の違いをもたらしました。つまり人

の基準と特徴が違うので、佛を修める方法や、高次元の神に対す

る認識の概念や、理解の違いをもたらしたのです。本当は同じなの

です。みな佛のこの境界のものなのです。イエスは本当のところ如

来という次元です。しかし文化の違い、考え方の違い、形象上の

差異のため、西方では佛と言わず、東方では佛と言うのです。もち

ろん、形象上の違い、形象上の差異のため、イエスの天国の人は、

皆白い布を巻いた衣服を着ています。ところが佛の世界の人は皆黄
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色の布を巻いた衣服を着ています。髪型も違います。最も違うのは

髪型です。道家は髷
まげ

を結いますが、佛家の羅漢は坊主頭で、菩薩

は中国古代の女性のような髪型です。なぜでしょうか？　中国古代

の衣装は天人の衣装と同じです。実際、天国つまり天上世界の人

の身なりと同じです。ところが西方でもそうなのです。それは彼の

天国世界の身なりなのです。人間はこういう情況です。もちろん現

在のファッションは全て新しい様式になっていますが、実は今の人

が着ている衣服は最も格好が悪く、美しくないのです。

　なぜ白人の世界に佛教がないのでしょうか？　なぜ東洋人の世

界にキリスト教がないのでしょうか？　厳密に言えばないのです。

私の記憶では『聖書』あるいはこの類の本に、当初エホバもイエス

も言った話が書いてあります。「お前たちは東へ行ってはいけない」。

話はまだ続きがありますが、私は「お前たちは東へ行ってはいけな

い」の一句だけを覚えています。つまり弟子たちに、東へ伝えては

いけないと教えたのです。彼の弟子は彼の言うとおりにせず、遠征

軍について東方に来ました。それによって一つの問題が起こりまし

た。つまり人種の問題です。世界の人種が混じり合うことは許され

ないのです。現在人種が混じり合ったために、非常に大きな問題

がもたらされました。混じり合ってしまえば、天国の世界との対応

関係がなくなり、彼は根元を失ったのです。混じり合ってできた人

種は根元を失ったのです。つまり天国世界の中に彼を見守る人がい

なくなり、どの世界にも属しておらず、どの世界も彼を引き受けなく

なったのです。ですから、ヨーロッパとアジア大陸の連接地帯は昔
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砂漠で無人地帯でした。交通手段が発達していなかったころ、な

かなか渡って来られませんでした。近代の交通手段の進歩につれ、

この情況はすっかり変わったため、人種がますます混じり合うよう

になってきました。これは深刻な結果をもたらしたのです。このよう

な話はこの辺にしましょう。つまり天国世界はこのような人種を認め

ないのです。

　私が先ほど言った問題は、人種は天国世界と対応関係にあると

いうことです。天国世界の白人は、この世界の中で、この宇宙の中

で、この宇宙の少ない一部分、とても少ない一部分を占めています。

それは即ち彼らの天国世界なのです。ところが、黄色人種と佛の世

界、道の世界は非常に多く、ほとんど全宇宙に分布しています。如

来佛はガンジス川の砂と同じように多く、非常に多く、非常に大き

いのです。黄色人種の形象はこの宇宙の中に特に多くあります。で

すから、天国世界とこの世の人種は対応しているのです。イエスが

言ったお前たちは東へ伝えてはいけないということの意味は、彼らは

我々に属していないということです。イエスは東へ伝えてはいけない

と教えましたが、私もイエスの天国の中に東方の人がいないことに

気づいたのです。なんと悲しいことでしょう！　近代に至って、人は

皆、主の話を聴かず、東方の人も佛の話を聴かないのです。ですか

ら人間はこれらの事を乱してしまったのです。私はまた佛の世界に

昔白人がいなかったことにも気づきましたが、しかしどうして今日こ

の法を西方の人にも伝えるのでしょうか？　私が伝えるものは宇宙

の理、全宇宙の理なのです。この大法の中で修煉している白人は、
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将来成就したら、彼の身体の形と修煉形式は皆イエスの天国の人と

同じです。彼が修煉して成就したら、そのようになるのです。ところ

が黄色人種が修煉し、成就したら佛の形象になるのです。ですか

ら、白人でも黄色人種でも私は全て済度することができます。私が

伝えたこの法はすでにとても大きく、更にあなたに教えますが……、

今までこれほど修煉の門を大きく開いたことはなかったのです。た

だしこれにも理由があるのです。

弟子：先生がおっしゃった混血児のことはどういう事でしょうか？

師：先ほど私は混血児のことを話しましたが、これは天機を人類

に伝えてしまったのです。我々がどうこうしようとすることではありま

せん。私は一つの更に大きな事を行なったと言っています。混血児

であっても私は済度することができるのです。ただしこの時期だけ、

私は混血児を済度することができます。東方の人と西方の人は皆地

球にいますが、東方と西方は一つのものによって隔てられています。

人間はこれを知らないのです。皆さんが知っているように、東方の

人は「九」という数字の発音は縁起がよく、持久という意味につな

がっており、「八」という数字の発音は「発」と近似しており、「発

財」ということに結び付いています。確かに少しだけは作用がある

のです。東方で用いられている風水や、地理的環境を重んじると

いったものを、西方で使っても効かず、白人には効果がありません。

これに対して、白人が重視している占星術や何とか現象は、東方

の人には効果がないのです。効果があると思う人がいますが、それ
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はあなたがそう思うだけで、実は効果はないのです。なぜでしょう

か？　白人の生物圏には、彼らの空間を構成している特殊な物質

要素が存在しており、東方の人の生物圏にもその生命を構成した特

殊な物質が存在しているからです。人の生命の構成はこれらのもの

に貫かれているので、東方と西方は同じではありません。混血して

生まれた子供は、混血児になりますが、しかし、この子供の生命

の中に一つの隔たりがあるのです。分けられた後、彼は人体と理知

が不健全になり、身体が健全でない人になってしまうのです。現代

の科学でも分かっているように、次の世代は前の世代より劣ってい

ます。ですからこのような状態を作ってしまうのです。もちろんこの

人が修煉したければ、私はこの問題を処理してあげれるのですが、

修煉しない常人に対して勝手にしてあげてはいけないのです。

弟子：私は煉功して衝
チョン

をする時、掌が熱く感じます。私はどんな

功法をしてもこのようなことがなかったのです。煉功している時、自

分がまるで唯我独尊の菩薩のように感じますが、これは正しいで

しょうか？

師：煉功する時、何の意念も加えないでください。密教は自分を

佛であると思って修めています。彼はそもそも佛ではありません。彼

の肉体は変わりましたか？　変わっていません。修煉して、将来変

わるのは誰でしょうか？　副元神です。私がこの法を伝えた時、す

でに皆さんに教えましたが、私が済度しているのは主元神です。あ

なたの副元神が修めて成就しても、あなたは相変わらず六道の中で
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輪廻し、それぞれの生命が分けられた時、あなたは何も知らない

のです。掌が熱くなるのは正常なことです。

弟子：大法を修煉するには少しの意念も加えないのですか？

師：いかなる意念活動もなく、いかなる意念も全て執着です。

弟子：二つの質問ですが、一つは先生が先ほど言われた東方の

人と西方の人の問題です。仮に以前多くの人は本来東方の人でした

が、西方の人に生まれ変わったら、どうすればいいでしょうか？

師：それは構わないのです。これには二つの状況があります。も

しこの人が何かの目的を持って来たのでなければ、彼はその身体に

従って変化します。我々は即ちこの人を変えさせるのです。もし目的

があって来たのであれば、それはまた別の問題になります。それは

別の情況です。

　また皆さんに言っておきたいのですが、この法を広める時も、や

り方に注意しなければなりません。彼に興味が湧いて学びに来たら、

あなたは功徳を積んだことになり、功徳無量のことです。しかし一

つだけ言いますが、学びたくないのに、どうしても学ぶように勧め、

強引に学ばせるのであれば、それは良くないことです。本人に佛を

修めたい気持ちがなければ、佛はどうしようもないのです。何を得

たいのか、何を求めるのか、その人自身で決めることです。善い行

いを勧め、善い行いをするよう、その人に教えてもいいのですが、

強いて人を引っ張ってはいけません。この点に関して皆さんに言っ
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ておきますが、我々はいかなる人にも学ぶことを無理に求めてはい

けません。我々の将来の輔導員、あるいは責任者は、大法の仕事

をする時、行政的な手段をとってはいけません。皆修煉している人

なので、法をもって人を納得させるのです。皆法を学んでいるので、

輔導員のどこかに良くないところや間違ったところがあれば、学習

者はそれをみて心性の問題を指摘してあげます。ですから彼が行

なったような間違いを皆さんはしません。なぜでしょうか？　皆法

を学んでいるので、自分の観念に従うのではなく、全て法の要求に

従って行動しています。もちろん我々はあなたに対してもこのように

対処しています。学びたければ学び、学びたくなければあなたはや

めてもいいのです。我々はいかなる人にも害を加えません。もう学

びたくないと言ったら、学ばなくていいのです。学びたい、修めた

いと思えば我々はあなたに責任を負います。このことは保証します。

形式上は緩やかですが、佛を修めることは厳粛なことです。なぜな

ら我々はこんなに大きく厳粛な法に対して、ほんの少しでもずれを

起こしてはいけないからです。歴史上、人間にこんなに大きな法を

伝えたことはありませんでした。あなたは今ここに座り、自然に来た

と思い、人から話を聞いてすぐに来たと思っているかもしれません。

あなたに教えますが、あなたには縁があるかもしれず、知らないう

ちにこの縁を結んだのかもしれません。縁もゆかりもなく来た人はと

ても少ないでしょう。皆さんが質問し続けても、聞くことはもうあま

りないと思います。あなたが聞こうとすることは全て法から解答を得

ることができます。
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弟子：不二法門で修煉することですが、法輪大法を学んでいる人

で、他のもの、それに他の伝統の数術のようなものを学んでいるか

もしれませんが……

師：佛を修めることはとても厳粛なことです。周易、八卦を研究

してはいけないと言っているのではありません。私が思うには、修

煉の時間には限りがあり、その時間があれば、法輪を研究し、明

らかにすることができれば、たいしたものです。それより大きなもの

はないのです。現在の常人社会が知っている八卦の理や多くの数

術のものでも、銀河系を超えていません。ところが、この宇宙は大

きく、あなたには分からないほど大きいのです。三千個の我々のよ

うな宇宙が、更に大きな宇宙を構成しています。三千個の更に大き

な範囲の宇宙が、更に大きな範囲の宇宙を構成しています。そこに

は数え切れないほど多くの神、佛がいます。その銀河系は何ほどの

ものですか？　とても小さいのです。大法を学ぶ人は、考えてみて

ください。こんなに大きな法をあなたに伝えたので、修煉者であれ

ばそのような精力を費やす必要はないと私は思います。しかし、こ

れがあなたの職業であれば、私は反対しません。それは常人の学

問であり、学んでもいいのです。もしこれが自分の趣味だと言うな

ら、その心を切り捨てたほうがいいと思います！　私はあなたに責

任を持たなければならず、また佛を修めることは厳粛なことです。

この法の研究に精力を用いたら最もよく、あなたは無限に受益でき、

いかなる学問も比べものになりません。

　常人の中で神や鬼を招くようなことに至っては、私に言わせれば
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尚更やるべきではありません。それらの低い次元の霊は全て鬼だか

らです。あなたが求めているそれは、我々のこの佛法とは天と地の

差ほど遠いのです！　それに、その全ては邪なものであり鬼なので

す。また占いのことについて、私は本の中ですでに詳しくこの問題

を説きました。修煉はとても厳粛なことです。人にエネルギーがあ

る時、その人が言った話は、その事を決めてしまうからです。常人

の事は不安定なので、そうではないかもしれませんが、あなたがそ

のようになると占って、それを口にし、その通りになってしまえば、

悪い事をしたことになるのです。修煉者に対して、もっと高い基準

で要求しなければなりません。悪い事をすれば、ただでは済みませ

ん。私は身体を浄化してあげますが、それはあなたが修煉したいと

いう気持ちがあるのを見て、してあげられるのです。修煉したけれ

ばこれらのものを放下し、清らかで純粋な心で修煉するのが最もよ

いのです。

弟子：私は一つ心配していることがあります。今日こんなに良い

縁があって、法輪大法を学ぶことができました。私は第二巻に書

かれたことを読みましたが、つまり、現世で成就することができな

ければ、また来世に続けて修煉することを誓うことができます。私

の真の目的は圓満成就に達するまで修煉することです。しかし私は

今もう歳をとっていますが、どうしたらいいでしょうか？

師：年配の人にはこのような問題が存在します。この功はとても

速く修めることができますが、その人の残りの人生は修煉に間に合
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うでしょうか？　厳密に言えば、いかなる人も間に合うのです。いく

ら歳をとっていても同じです。しかし一つの問題があります。つまり

一般の人は自分をしっかり自制できません。口先ではできると言い

ますが、本当はやはりできないのです。あなたはそれほど高い境地

まで修めておらず、心もそれほど高い基準に達していないので、しっ

かり自制できないのです。この功は性命双修の功法で、修煉しなが

らあなたの身体を変え、あなたの命を延ばしてあげます。性命双修

なので、修煉しながら、命が延びていき、修煉しながら延びていき

ます。どんなに歳をとった人でも理論上は、厳密に言えば間に合う

のです。しかし一つ問題があります。延ばされた生命は百パーセン

ト修煉に用いなければなりません。常人の中で生きていくためでは

ありません。彼は自分の生命が延ばされたことを知らず、しっかり

自制できず、煉功者に対する要求に百パーセント従って行動するこ

とができなければ、彼はいつでもこの世を去る危険に直面している

のです。これが年配の人が直面している問題です。

　しかし、もし本当に成就することができず、精進しなかった場

合、その人には三つの進路しかありません。一つは、つまり来世続

けて修めることです。私の法身は、転生することも見てあげていま

す。どの家に転生したら法を得られるか、これも按排してあげるの

です。もう一つは、人間はあまりにも苦しいので、もう修めたくない

場合、修めて到達した次元に行きます。三界を出たのであれば、あ

なたは三界以外のその次元の衆生になります。三界を出ていなけれ

ば、あなたは三界内のその次元で天人になります。ただし三界内の
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場合、五百年もしくは三百年経てば、やはりこの世に降りて輪廻し

なければなりません。ただそこで数百年のよい生活を送ることにな

ります。これが一つの問題です。もう一つは確かによく修めました

が、やはり基準に達しておらず、しかし、法に対する理解や、ある

いは大法に幾らかの特殊な貢献をしたような人は、法輪世界に行っ

て法輪世界の衆生になれます。同じく三界以外なので輪廻はしま

せん。それはもちろん良いことですが、このような人は割合少なく、

基準は比較的厳しいのです。しかし彼は佛でも、羅漢でも、菩薩

でもなく、法輪世界の衆生にすぎません。このようなことです。実

はもう法を得たので、佛を修める機縁はすでに結ばれました。

弟子：私は一つ質問があります。人の次元はどのように見分ける

のでしょうか？

師：私はこのように話しています。「上士、道を聞けば勤めて之を

行う」と、私は老子の言った話を引用しています。「中士、道を聞け

ば、存るが若く、亡きが若し。下士、道を聞けば、大いに之を笑

う」。どういう意味でしょうか？　上士、道を聞けばというのは、つ

まりこの人は修煉のことを聞くと、すぐ信じて修めようとします。この

ような人はめったにいません。一気に最後まで修煉するのです。こ

れは上士の場合です。「上士、道を聞けば、勤めて之を行う。中

士、道を聞けば、存るが若く、亡きが若し」。どういう意味でしょう

か？　つまり皆学びに来たのを見て、自分もついて学ぼう、いずれ

にしても良いことなのだからと思っています。しかし忙しくなると、あ
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るいは常人の厄介な事にあうと、忘れてしまい、どうせ他の人は学

んでいないから、私もやめようと思います。学んでもよく、学ばなく

てもよい、これは中士で、道を聞けば、存るが若く、亡きが若しと

いうことの意味です。修煉して成就できるかもしれず、成就できな

いかもしれません。成就できるかどうかは自分で決めるのです。「下

士、道を聞けば、大いに之を笑う」。この下士は道を聞くと、修煉

するなんて、と大いに笑って、全て迷信だとして信じません。むろ

ん、彼は修煉することは更にできません。こういうことです。人が

どこまで修煉できるかに至っては、それは自分の心がどれだけ耐え

られるかによると私は思います。少しばかり厄介な事にあい、ここ

を出ると、もう我慢できなくなります。私はここで法を説いています

が、皆これが良いと思っています。正法の修煉なので、持っている

エネルギーは全て慈悲で和やかで、ここに座って皆とても心地良い

と感じ、私の話が聞きたくなります。将来皆さんの修煉もこのよう

になり、正法の修煉はみな同じです。しかしここを出た途端、もう

あなたではなくなり、頭の中に常人が執着しているものが戻ってき

て、しかもとても強烈で、修煉なんてと、また忘れてしまいます。こ

れではいけないと思います。

弟子：もう少し混血児のことをお話していただけますか？

師：混血児について私はすでに話しました。私はただこの末法時

期に出現した現象を言っただけです。もしあなたが混血児であれば、

もちろんあなたやあなたの親のせいにしてはいけません。いずれに
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せよ人類が起こしたこのような乱れた現象で、このような状態が出

現したのです。黄色人種と白色人種、それに黒色人種は、それぞ

れ天に対応する民族があります。ところで、その民族以外の人、そ

の民族に属していない人に対しては、確かに見守ってあげていませ

ん。これは本当の事です。私はここで何かを言おうとしているので

はなく、皆さんに教えたことはみな天機なのです。混血児は皆、末

法時期に出現したもので、人を責めてはいけないのです。皆全て流

れに身を任せているので、誰も真相を知らないまま、このように生

きてきたのです。あなたが修煉したければ、私には方法があります。

どの天国に行くかに至っては、あなたの状況によって決めます。残っ

たものが多い部分を多く同化してあげます。こういったことを気にせ

ず、あなたは修めることに専念すればいいのです。これらのことに

気を取られないでください。法を得た以上、まだ何か恐れるものが

ありますか。私は今まで法を説いた時にこのことを言わなかったの

ですが、しかしこの事は遅かれ早かれ人に教えることになるのです。

弟子：人類はみな精進料理を食べれば、とても良いのではない

でしょうか？

師：いいえ、それはあなたの一方的な考えです。天は人のために

生活の基準を規定しました。これではじめて人間になるのです。カ

ロリーの補給は肉が野菜を超えているのは間違いありません。しか

し、修煉になると、また別の事になります。
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弟子：我々が静功を煉る時、入静に関して具体的な基準はありま

すか？　大法を修める人の主元神がいつも自分のことを考えていれ

ば、入定に影響しませんか？　　

師：主元神とあなたの入定とは別の事です。最初のころは静かに

なることは不可能です。なぜ人は静かになれないのでしょうか？　

人の執着心があまりにも多いからです。あなたの商売や勉強、仕事、

人と人とのトラブル、子供が病気になるとか、親の面倒を見る人が

いないとか、世間の事など、あなたの思いつかない事はありません。

どれもあなたの頭の中で多くの比重を占めています。皆さん考えて

みてください。これであなたは静かになれますか？　何も考えない

と言っても、そこに座れば、それが自ずと湧いてきます。ですから

どんな方法を用いても静かになれないのです。まさに私が本の中で

言ったように、あなたが口で佛号を念じたり、心を内視したり、数

を数えたりすれば、静かになれると言いますが、いずれも静かにな

れません。それは一種の手段であって、絶対的な作用はありませ

ん。執着心、常人の中の執着心を徐々に淡泊にするほかありませ

ん。淡泊になれば、自然に静かになれます。本当に静かになれる

時、あなたはすでにかなり高い境地にいます。しかし、法輪大法を

修煉したら和尚と同じようになり、何も要らず、物質上何もなくなっ

てしまうのでしょうか？　そうではありません。我々は常人の状態に

最大限に符合して修煉していきます。あなたは常人社会の中にいる

ので、特別になってはいけません。表面上あなたはとりも直さず普

通の人です。ですから常人に最大限に符合しながら、修煉すべきで
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す。結婚するのであれば、若者は結婚すべきで、何かの商売をする

とか、官職につくとか、これは全く影響ありません。我々は一つの

道理を説いていますが、常人社会のどの階層にもその軋轢がありま

す。我々は宗教の枠を取り払いました。道家は太極から飛び出すこ

とができず、佛教も彼らの理から飛び出すことができません。です

から我々は宗教の考え方を捨て、全宇宙の理を説いているのです。

　あなたがどの階層の人であっても、どんな事をしていても、どん

な職業の人であっても、修煉できることに私は気づきました。なぜ

でしょうか？　ごく普通の労働者は生活のために、彼の行動範囲

で人と人との間、彼と仕事との間でトラブルに遭遇するのです。こ

れらのトラブルの中で、彼がいかに良い人になるかの問題がありま

す。なお一般のホワイトカラー、つまり事務職員は、自分の階層で

いかに良い人になり、人と人との間で相互の利益をめぐるトラブルも

あり、トラブルの中でいかにして良い人になるかという問題もありま

す。社長になる人は、いかに自分の階層で商売をするか、社長と社

長の間、人と人との摩擦の中、彼はいかにして良い人になるか、彼

にも彼なりのトラブルが存在するのです。大統領になる者も同じで、

大統領として国家のために心を労しても、思い通りにいくこともあれ

ば、いかないこともあり、やり遂げられることもあれば、やり遂げら

れないこともあり、国と国との間にも紛争があります。ですから彼に

も心配事があります。人は生きている以上こうなのです。ですから

どの境地にいてもあなたは浮世から離れることができず、人と離れ

られず、社会から離れることができないので、必ずあなたなりのトラ



100

ブルが存在します。これらのトラブルの中で、どのように良い人にな

るのでしょう。良い人になることができれば、あなたはもう常人を超

えています。

　我々の説いたことはこの道理で、物質上何かを捨てることではな

く、人のその心を捨てるのです。商売が大きくても、あなたの修煉

には影響しません。商売が大きければ、無論お金も多く稼げます。

しかし、心の中でお金を命ほど大切だと思っていません。わずかば

かりの利益にもこだわるようなこともありません。家が黄金で造られ

ていても、心にかけず、気にもしません。これが我々修煉者に求め

る基準です。あなたがどれほどの高官になっても人民のために良い

事を行います。これが我々の求めている修煉者の基準です。そうで

しょう？　我々は宗教の枠を越えてこの事を説き、その本質を説い

ています。いかなる環境の中でも修煉できます。ただ一つだけ言っ

ておきますが、常人の中での修煉は、つまり直接人の心を錬磨しま

す。ですから、なぜ私は本当にあなたを済度することを説くのでしょ

うか？　つまりあなたが真に自分で自分を高め、真にこの社会の圧

力を受け、真に自分で自分を高めるので、この功はあなたに与える

べきで、我々はあなたを済度するのです。

　副元神も功を得ることができますが、彼はいつになってもあなた

の護法の役割を果たすだけです。彼も修めて成就してあなたについ

て行くことができます。私がこの事を今日言い出しましたが、あな

た達はまだそれほど高い認識を持っていません。皆さんに教えます

が、一部の人はまだ他の修煉法の話をしています。この功はどうか、
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あの功はどうかなどと話し、まだ私が先ほど言ったこの話の意味を

認識できていないのです！　歴史上のいかなる修煉法も、あなた

を済度せず、あなたの副元神を済度するのです。あなたを済度しな

いのです！　私は千古の謎を明らかにしました！　私はとても大き

な困難を乗り越えて、はじめてこの事を説き明かすことができたの

です。過去にあなたがどのように修めてもあなたは済度されること

はなく、あなたが修めたのは誰でしょうか？　あなたは一生修めて

も、やはり六道輪廻に入り、来世何に転生するか分からず、哀れで

はありませんか！　なぜでしょうか？　過去には宗教でも、他の修

煉法でも、主元神を済度しませんでした。彼らにとって主元神はあ

まりにも済度し難く、あまりにも頑迷だからです。私がこう言うと、

皆さんは分かったと思うかもしれませんが、この門を出ればまた元

の木阿弥になり、また常人の現実の利益の中に入り込んで、互いに

争い合います。きっとそうなってしまいます。ですから神は人をあま

りにも済度し難いとみています。しかし私が済度するのはあなたで

す。あなたの副元神もあなたと同じ名前で、同時に母胎から生まれ

たもので、共にこの身体を主宰しています。ただあなたはその存在

を知らないだけです。他の功法が済度するのは副元神で、あなた

に話をしているようですが、実際は副元神に対して話をしています。

あなたは時に無意識のうちに何らかの話をしましたが、それはあな

たの脳が言っているのではありません。多くの人は坐禅すると何も

分からなくなり、何時間も坐禅を続けます。彼は出定した時とても

喜んで、私は本当によくできて、坐禅を何時間も続け、入定できた
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と言います。これは大変悲しむべきことなのです！　あなたが煉功

したのでしょうか？　あなたは知っていますか？　全く他人が煉っ

ていたのです。

　昔、一部の道家は副元神が修煉できるように主元神を麻痺させ、

酒を飲ませていました。道家では酒を飲む者が多く、自分を麻痺

させ、何も分からないほど飲んで寝てしまい、副元神が連れて行か

れ、煉功させられます。簡単に言っているようですが、私が言った

ことは千古の謎です。この方法にしても、あの方法にしても同じで

あり、彼らは人間は修めても成就できないと思っています。彼は好

意かもしれませんが、あなたの身体から一人が成就できたので、あ

なたも徳を積むことになり、苦しみに耐え、あなたの青春は全て宗

教に費やしたからです。ではどうなるでしょうか？　来世にあなたを

一人の副元神として転生させてくれますか？　そうかもしれません

が、可能性はきわめて低いと思います。それからあなたに修煉させ

ますが、これもきわめて少ないことです。しかし福報を受ける人が

います。どのように福報を受けるのでしょうか？　高官になり、大

金持ちになり、あるいは大実業家になり、来世はこのようになりま

す。なぜなら彼は一生をかけて徳を積み、福を積んだからです。在

席の誰もこのようになりたいとは思わないと思います。私がこの事を

言ってから、誰かがまた私に、この功はどうか、あの功はどうか、

あの宗教はどうか、この宗教はどうかというようなことを話せば、そ

の人の悟性はあまりにも低いと私は思うのです。皆さんが法輪大法

の特色を読めば、そこに全て書かれていますが、人々は皆気づかず、
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それを普通の話として見過ごしています。それは宇宙の規則で、過

去はその通りだったのです。

　あなたはこの会場を出たら、身体がとても心地良く感じるかも

しれません。しかし、修煉していくうちに、また身体が辛くなるこ

とがあります。なぜでしょうか？　あなたの生々世々に業力があ

るからです。一生一世のものは一気に押し出すことができず、一

気に押し出せば、人はすぐ死んでしまいます。ですからこの業力

を我々は徐々に身体の中から外へ押し出します。しばらく時間が

経つと、また身体が辛くなり、「病気に罹ったのか？!」と思うか

もしれません。皆さんに教えますが、それは病気ではありませ

ん。しかし身体がとても辛く、時に重病のような症状が現れてき

ます。しかし分かっている人は辛くなると、うれしくなります。先

生が私を見守って、病気を取り除き、私の業を消してくださって

いると言います。一部の人は身体に辛い感覚がなければ、「先

生は私の面倒を見てくださっていない。どうして業を消してくだ

さらないのか？」と却って焦ってしまいます。しかし、一部の新

しい学習者は身体に辛さを感じるとこれを病気だと思って薬を飲み、

薬を飲みながら煉功すればもっとよいと思っています。我々には一

つの道理が見えています。つまり病院は業を消すことができません。

医者は修煉者ではないので、この威徳がありません。彼は常人の

技術者にすぎず、あなたの表面上の苦痛を取り除くことしかできず、

病気を深いところにそのまま留まらせているのです。薬を飲むこと

は病気を身体の中に押し込むことで、それは積み重なっていきます。
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表面上苦痛はなくなりますが、身体の深いところに更に積み重なっ

ていくのです。手術をするのも同じことです。例えば腫瘍ができた

ので切除すると、これは表面の物質を切り取っただけでその病気

を生み出す本当の原因は他の空間にあり、それは動かされていませ

ん。ですから業力が重い場合、病気がまた再発します。治ったよう

に見えても、今生の間は再発しなくても来世でまた再発します。と

いうのはそれが深層に押し込まれただけで、いずれまた現れてくる

からです。自分の業力を全て償わなければなりません。こういった

道理なのです。私たちがここでしていることはあなたの生命の本源

から、あなたの汚いものを全て押し出しています。しかし誰もこん

なことはしてくれません。修煉だけがこのことが可能で、私たちはあ

なたにしてあげるのです。しかし皆さんは心性を自制する必要があ

り、身体の具合が悪くなると、また病気になったと思ってはいけま

せん。あなたが病気になったと思い薬を飲むのであれば、私たちは

何も言いません。修煉は悟性によるものであり、いろいろな強い規

定があるわけではありません。私たちは身体の具合が悪い時、薬を

飲んではいけないと言っているのではありません。そうではないの

です。

　一部の人は自分を修煉者として律しておらず、ただ煉功するだけ

で、法を学ばずどんなことでもしてしまいます。煉功しても、私の法

身はその人の面倒を見ません。面倒を見なければ彼はただの常人な

ので、病気になることもあります。もし我々が薬を飲んではいけな

いと規定し、あなたが修煉者としての基準によって自らを律するこ
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とができなければ、あなたはまだ常人です。病気になった時、あな

たは李洪志が私に薬を飲ませないと言うかもしれません。ですから

私は薬を飲むか飲まないかのことを言いません。自分で判断してく

ださい。本来それはあなたに対する試練ですが、自らを修煉者とす

ることができなければ、あなたは病気に罹ることもあるでしょう。こ

れが道理なのです。我々はただその理を言っているだけです。皆さ

んに教えますが、今後あなたが修煉する場合、身体の具合が悪く

なることは、前世の業力を押し出しているのかもしれません。私が

見たところでは、一部の人は何十世も転生し、更に百世も転生した

人がおり、各世に多くの病気を抱えているので、全て押し出してあ

げなければならず、とにかく全て取り除いてあげなければなりませ

ん。他の空間から取り除くものは更に多く、必ず一部分を取り除か

なければならないのです。しかし、全て他の空間から取り除くこと

はできません。なぜなら、あなたに少し苦を嘗めさせなければなら

ないからです。苦を嘗めなければ、悪事をしても償わないのと同じ

です。あなたは成就した日に佛の位置に置かれると、自分でもそこ

にいる資格はないと感じるでしょう。他の生命もそう思います。彼は

どのようにして上がって来ましたか？　そうではありませんか？　で

すから、あなたは一部の苦痛に耐えなければなりません。苦に耐え

ていると同時に、あなたの悟性を高めることができます。あなたは

それを病気とみなしますか？　それとも修煉者の業を消していると

みなしますか？


